
璽昌
平成 30年度秋期

基本情報技術者試験
午後問題

13:00~15:30 (2時間 30分）

注意事項

1. 試験開始及び終了は，監督員の時計が基準です。監督員の指示に従ってください。

2. 試験開始の合図があるまで，問題冊子を開いて中を見てはいけません。

3. 答案用紙への受験番号などの記入は，試験開始の合図があってから始めてください。

4. 問題は，次の表に従って解答してください。

問 1

必須

問2～問 7

4問選択

問8 1問9～ 問 13

必須 1問選択

5. 答案用紙の記入に当たっては，次の指示に従ってください。

(1) 答案用紙は光学式読取リ装置で読み取った上で採点しますので， B又は HBの黒

鉛筆で答案用紙のマークの記入方法のとおリマークしてください。マークの濃度

がうすいなど， マークの記入方法のとおり正しくマークされていない場合は読み

取れないことがあリます。特にシャープペンシルを使用する際には，マークの濃度

に十分注意してください。訂正の場合は，あとが残らないように消しゴムできれい

に消し，消しくずを残さないでください。

(2) 受験番号欄に受験番号を， 生年月日欄に受験票の生年月日を記入及びマーク し

てください。答案用紙のマークの記入方法のとおリ記入及びマークされていない

場合は，採点されないことがあリます。生年月日欄については，受験票の生年月

日を訂正した場合でも，訂正前の生年月日を記 〔問 3, 問4, 問6, 問7, 問9を

選択した場合の例〕
入及びマークしてください。

(3) 選択した問題については，次の例に従って，選

択襴の問題番号の通しをマークしてください。

答案用紙のマークの記入方法のとおリマーク され

ていない場合は，採点されません。問 2～問 7に

ついて 5問以上マークした場合は，はじめの 4問

を採点します。問 9～問 13について 2問以上マ

ークした場合は，はじめの 1問を採点します。

(4) 解答は，次の例題になら って， 解答欄にマークしてください。答案用紙のマー

クの記入方法のとおリマークされていない場合は，採点されません。

〔例題〕 次の 亡ニコ に入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。

秋の情報処理技術者試験は 9 | a |月に実施される。

解答群 ア 8 イ 9 ウ 10 エ 11

正しい答えは“ウ 10"ですから，次のようにマークしてください。

I例題 いい乞）の 一 ⑤R⑤R⑦⑦⑤ |

――
R
-

星
＿
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ー

＇ 
＇ 
＇ 

裏表紙の注意事項も，

必ず読んでください。 - 1 -



正 旦ハ＿＿―-ロ 表
平成30年 10月21日実施

基本情報技術者試験午後問題

ページ 行 誤 正 訂正の内容

Javaプログラム 引数： delimiter - element 引数： delimiter - elements 

で使用する API
下から

が返すシーケンスを連結する際に
下線部分を

76 
4行目

が返すシーケンスを連結する際に

の説明 間に挟む char値のシーケンス 間に挟む char値のシーケンス
訂正する。



〔問題一覧〕

●問 1（必須問題）

問題

番号
出題分野

問 1I情報セキュリティ

●問 2～問 7(6問中 4問選択）

問題
出題分野

番号

問2 ソフトウェア

問3 データベース

問4 ネットワーク

問5 ソフトウェア設計

問 6 プロジェクトマネジメント

問 7 システム戦略

●問 8（必須問題）

問題

番号
出題分野

問8Iデータ構造及びアルゴリズム

●問 9～問 13(5問中 1問選択）

問題
出題分野

番号

問9 ソフトウェア開発（C)

問 10 ソフトウェア開発（COBOL)

問 11 ソフトウェア開発(Java)

問 12 ソフトウェア開発（アセンプラ）

問 13 ソフトウェア開発（表計算）

テーマ

情報セキュリティ事故と対策

テーマ

プロセスのスケジューリング

コンサー トチケット販売サイ トの関係データベースの

設計及び運用

ネットワークの障害分析と対策

購買管理システムで行う処理

プロジェクトのスケジュール作成

広告制作業務の現状把握と改善

テーマ

整数式の解析と計算

テーマ

鉄道模型における列車の運行シミュレーション

社内資格の保有状況の管理

書式を表すひな型への置換表の適用による文習の作成

日数の計算

待ち時間の状況などの分析
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共通に使用される擬似言語の記述形式

擬似言語を使用した問題では，各問題文中に注記がない限リ，次の記述形式が適用さ

れているものとする。

〔宣言，注釈及び処理〕

記述形式 説明

゜
手続，変数などの名前，型などを宣言する。

／＊文＊／ 文に注釈を記述する。

・変数←式 変数に式の値を代入する。

・手続（引数， ．．．） 手続を呼び出し，引数を受け渡す。

： 条件式 単岐選択処理を示す。

処理 条件式が真のときは処理を実行する。

言
理式 1 

双岐選択処理を示す。

条件式が真のときは処理 1を実行し，偽のと

きは処理 2を実行する。

処
理 2

I 
条件式 前判定繰返し処理を示す。

理 処理 条件式が真の間，処理を繰り返し実行する。

後判定繰返し処理を示す。

I 処理 処理を実行し，条件式が真の間，処理を繰リ

条件式 返し実行する。

I 
変数：初期値，条件式，増分 繰返し処理を示す。

処理 開始時点で変数に初期値（式で与えられる）

が格納され，条件式が真の間，処理を繰リ返

す。また，繰リ返すごとに，変数に増分（式

で与えられる）を加える。

＇ 
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（演算子と優先順位〕

演算の種類 演算子 優先順位

単項演算 +, -, not 高

乗除演算 x, +, % 

加減演算 十 一， 

関係演算 ＞，＜，こ， 三，＝，＃

論理積 and 

論理和 or 低

注記 整数同士の除算では，整数の商を結果として返す。％演算子は，剰余算を表す。

［論理型の定数〕

true, false 
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次の問 1は必須問題です。必ず解答してください。

問 1 情報セキュリティ事故と対策に関する次の記述を読んで，設問 l~3に答えよ。

自動車の販売代理店である A社は，Webサイトで自動車のカタログ請求を受け付

けている。 Webサイトは， Webアプリケーションソフト（以下， Webアプリという）

が稼働する Webサーバと，データベースが稼働するデータベースサーバ（以下， DB

サーバという）で構成されている。 Webサーバは A社の DMZに設置され， DBサー

バは A社の社内 LANに接続されている。 Webサイトの管理は B氏が， A社の社内

LANに接続されている保守用 PCからアクセスして行っている。カタログ請求者は，

Webプラウザからインターネット経由で HTTPover TLSによって Webサイトにアク

セスする。

〔カタログ請求者の情報の登録〕

A社では，次の目的で，カタログ請求者の情報を保持し，利用することの同意を，

カタログ請求者から得ている。

・情報提供や購入支援を行う。

・カタログ請求者が別のカタログを請求したいときなどに，登録した電子メールアド

レスとパスワードを使用してログインできるようにする。

同意が得られたときは，氏名，住所，電話番号，電子メールアドレス，パスワード，

購入予定時期，購入予算，希望車種などの情報を， Webアプリに入力してもらい，

データベースに登録している。パスワードはハッシュ化して，それ以外の情報は平文

で，データベースに格納している。A社では，カタログ請求者から要求があったとき

にだけ，データベースからそのカタログ請求者の情報を消去する運用としている。

〔カタログ請求者への対応〕

A社では，カタログ請求者へのカタログ送付後の購入支援を，データベースに登録

されている情報を基に，電子メ ールと電話で行っている。
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（情報セキュリティ事故の発生〕

ある日， A社の社員から， “A社のカタログ請求者一覧と称する情報が，インター

ネットの掲示板に公開されている”と B氏に連絡があった。公開されている情報を

B氏が確認したところ，データベースに登録されている情報の一部であったので，自

社のデータベースから情報が流出したと判断して上司に報告した。 B氏は上司からの

指示を受けて， Webサイトのサービスを停止し，情報が流出した原因と流出した情

報の範囲を特定することにした。

〔情報セキュリティ事故の原因と流出した情報の範囲〕
ぜい

B氏の調査の結果， Webアプリに SQLインジェクショ ンの脆弱性があることが分

かった。そのことから B氏は，攻撃者が①インターネット経由で SQLインジェクシ

ョン攻撃を行い，データベースに登録されているカタログ請求者の情報を不正に取得

したと推測した。 Webサーバとデータベースではアクセスログを取得しない設定に

していたこともあり，流出した情報の範囲は特定できなかった。そこで，データベー

スに登録されている全ての情報が流出したことを前提に， A社では，データベースに

登録されている全てのカタログ請求者に情報の流出について連絡するとともに，対策

を講じることにした。

〔情報セキュリティ事故を踏まえたシステム面での対策〕

B氏は，今回の情報セキュリティ事故を踏まえたシステム面での対策案を，表 1の

ようにまとめた。

表 1 情報セキュリ ティ事故を踏まえたシステム面での対策案

目的 対策

SQLインジェクション攻撃からの防御
・SQL文の組立てはプレースホルダで実装する。

・ I a I 
情報流出リスクの低減 ・ I b l 
情報流出の原因と流出した情報の範囲の ・ I 特定

C I 
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設問 1 本文中の下線①について，この攻撃の説明として適切な答えを，解答群の中

から選べ。

解答群

ア 攻撃者が， DNSに登録されているドメインの情報をインターネット経由で外

部から改ざんすることによって，カタログ請求者を攻撃者の Webサイトに誘導

し，カタログ請求者の Webブラウザで不正スクリプトを実行させる。

イ 攻撃者が，インターネット経由で DBサーバに不正ログインする。

ウ 攻撃者が，インターネット経由で Webアプリに，データベース操作の命令文

を入力することによって，データベースを不正に操作する。

工 攻撃者が，インターネット経由で送信されている情報を盗聴する。

設問2 表 1中のI Iに入れる対策として最も適切な答えを，解答群の中

から選べ。

aに関する解答群

ァ Webアプリヘの入カパラメタには， Webサーバ内のファ イル名を直接指定で

きないようにする。

イ Webサーバのメモリを直接操作するような命令を記述できないプログラム言

語を用いて， Webアプリを作り直す。

ゥ Webページに出力する要素に対して，エスケープ処理を施す。

エ データベース操作の命令文の組立てを文字列連結によって行う場合は，連結す

る文字列にエスケープ処理を施す。

＇ 

bに関する解答群

ア カタログ請求者の情報の適切な保管期間を定め，カタ ログ請求者の同意を得た

上で，保管期間を過ぎた時点でデータベースから消去する。

イ カタログ請求者の情報を，カタログ送付後に直ちに，データベースから消去す

る。

ウ カタログ請求者へ送付する電子メールにディジタル署名を付ける。

エ データベースに登録されている情報を定期的にバッ クアップする。
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cに関する解答群

ァ Webサイトの管理に使用する保守用 PCは，必要なときだけ起動する。

イ Webサーバと DBサーバにインストールするミドルウェアは，必要最低限にす

る。

ゥ Webサーバと DBサーバのハードディスクのデフラグメンテーションを， 定期

的に行う。

エ データベースヘのアクセスログを取得する。

設問3 B氏は上司から，表 lにまとめた対策案だけで十分なのか検討せよとの指示

を受けた。そこで，社外のセキュ リテイコンサルタント会社に相談したところ，

"Webアプリに脆弱性がないか調査をした方がよい”と助言され， Webアプ

リの一部について脆弱性の調査を依頼した。その結果，クロスサイトスクリプ

ティングの脆弱性が存在することが判明した。また， ‘‘Webアプリの他の部分

にも脆弱性があることが疑われるので， Webアプリ全体の調査を行うととも

に，新たな対策を講じた方がよい’'と助言された。新たな対策として適切な答

えを，解答群の中から選べ。

解答群

ア DBサーバを，Webサーバと同じく， DMZに設置する。

イ 不正な通信を遮断するために， WAF(Web Application Firewall)を導入する。

ウ Webサーバを増設して冗長化した構成にする。

工 保守用 PCのログインパスワー ドには英数字及び記号を使用し，推測が難しい

複雑なものを設定する。
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次の問 2から問 7までの 6問については，この中から 4問を選択し， 選択した問題につ

いては，答案用紙の選択欄の⑱じをマークして解答してください。

なお， 5問以上マークした場合には，はじめの 4問について採点します。

問2 プロセスのスケジューリングに関する次の記述を読んで，設問 1, 2に答えよ。

OSの機能の一つに，プロセスの CPUへの割当てがある。プロセスを CPUに割リ

当てる順序（以下，実行順序という）を決定する方式として，本問で示すラウンドロ

ビン方式と優先度順方式を考える。プロセスが実行されるコンピュータの CPUは一

つであリ， CPUは一度に一つのプロセスしか実行できないものとする。

ラウンドロビン方式では，キューを用いて，複数のプロセスを一定時間（以下，タ

イムクウォンタムという）を限度に CPUに割リ当てて実行する。ラウンドロビン方

式でプロセスの実行順序を決定する例を，図 1に示す。

生成 ↓
麟

I
 

>
 

タイムクウォンタム経過

l 
| 0 ..oo |~o____l!I→消滅

（実行）

キュー

（実行可能）

入出力完了 〇< 入出力開始

凡例 （待ち）

゜
：プロセス

(xxx) :プロセスの状態

図 1 ラウンドロビン方式でプロセスの実行順序を決定する例

(1) プロセスを生成順にキューの末尾に登録する。

(2) プロセスの実行の中断などによって，実行中のプロセスがない場合，キューの

先頭からプロセスを一つ取リ出して CPUに割リ当て，実行を開始する。

(3) プロセスの実行が終了すると，そのプロセスを消滅させる。
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(4) プロセスの実行中にタイムクウォンタムが経過したら，実行を中断して，キュ

ーの末尾に登録する。

(5) 実行中のプロセスが入出力を開始したら，実行を中断する。

(6) プロセスの入出力が完了したら，キューの末尾に登録する。

キューに登録されているプロセスの状態を“実行可能'’，実行中のプロセスの状態

を“実行”，入出力の完了を待っているプロセスの状態を“待ち”と呼ぶ。ここで，

実行の中断はタイムクウォンタムの経過と入出力の開始だけで行い，“待ち'’への遷

移は入出力の開始だけで行うものとする。また， OSによるオーバヘッドはないもの

とする。

設問 1 図 2に示す処理順序をもつプロセス Xを，図 1に示すラウンドロビン方式

で実行する場合を考える。プロセス Xの処理時間及び待ち時間を表 1に示す。

表 1において，処理時間とは，処理 1，処理 2及び処理 3のそれぞれが実行

を開始してから終了するまでに必要な CPUの使用時間である。待ち時間とは，

入出力待ち 1及び入出力待ち 2のそれぞれが入出力を開始してから完了するま

でに要する時間であリ，その間 CPUを使用しない。

タイムクウォンタムが 20ミリ秒のとき，プロセス Xが生成されてから消滅

するまでに，図 3に示す①～④の遷移が起こる回数の組合せとして正しい答え

を，解答群の中から選べ。

処理1(CPUを使用する）

↓ 
入出力待ち1(CPUを使用しない）

↓ 
処理2(CPUを使用する）

↓ 
入出力待ち2(CPUを使用しない）

↓ 
処理3(CPUを使用する）

図 2 プロセス Xの処理順序
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表 1 プロセス Xの処理時間及び待ち時間

単位 ミリ秒

処理時間及び待ち時間

プロセス名
処理1

入出力

待ち1
処理2

入出力

待ち2
処理3

x
 

30 30 50 30 10 

凡例 （実行） ＞ 消滅

(xxx）：プロセスの状態 1ど／／ ② 

生成—→ （実行可能）←ー一□三（待ち）

図3 状態遷移

解答群

① ② ③ ④ 

ア 3 2 2 

゜イ 3 2 2 3 

ウ 3 2 2 4 

工 6 2 2 

゜オ 6 2 2 3 

力 6 2 2 4 

設問2 次の記述中のI |に入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。

優先度順方式では，ラウンドロビン方式と同様にキューを用いて，複数のプ

ロセスをタイムクウォンタムを限度に CPUに割リ当てて実行する。この方式

では，プロセスには優先度が与えられ，優先度ごとに決められたキューに登録

される。優先度順方式でプロセスの実行順序を決定する例を，図 4に示す。こ

こで，優先度は 1~5の 5段階であリ，値の大きい方が優先度は高い。プロセ

スをキューから取り出すときは，プロセスが登録されているキューの中で，優

先度の最も高いキューの先頭からプロセスを取り出す。

-11 -



生成

凡例

登録

タイムクウォンタム経過

キュー［優先度5]

| 0 ・・・ 0 0  | 
（実行可能）

キュー ［優先度4]

| O ・・00 | 
（実行可能）

キュー［優先度1]

|〇…00| 
（実行可能）

取出し 。」虹→~ 消滅
（実行）

入出力完了

゜
入出力開始

〇 ：プロセス

（待ち）

(XXX):プロセスの状態

図 4 優先度順方式でプロセスの実行順序を決定する例

この方式では，プロセスの｛憂先度を次のように与える。

(1) プロセスが生成された場合，そのプロセスに優先度 3を与える。

(2) プロセスの実行中にタイムクウォンタムが経過して，実行を中断した

場合，そのプロセスの現在の優先度に応じて，次のとおリ優先度を与える。

・優先度が 1のとき， 優先度 1を与える。

・優先度が2~5のとき， 1段階下げた優先度を与える。

(3) プロセスの入出力が完了した場合，そのプロセスに優先度 5を与える。

表 1に示すプロセス Xを，図 4に示す優先度順方式で実行する場合を考え

る。タイムクウォンタムが 20ミリ秒のとき，プロセス Xが生成されてから消

滅するまでの優先度の推移は ［ここここ］ となる。
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図 4に示す優先度順方式において，“実行",“実行可能”及び‘‘待ち”のプ

ロセスが一つもないとき，表 2に示す三つのプロセス A,B, Cが順次生成さ

れる場合を考える。

(1) 生成時刻は，プロセス Aが生成された時刻からの経過時間である。

(2) 三つのプロセス A,B, Cが全て消滅するまで，他のプロセスが新たに生

成されることはなく， OSによるオーバヘッドもない。

(3) 入出力装置は同時に動作が可能であり，同じ時間帯に複数のプロセスが

“待ち”になっても，待ち時間は表 2に示すとおリで変わらない。複数のプ

ロセスの入出力が同時に完了した場合，入出力を開始してから完了するまで

の時間が最も長かったプロセスを先にキューに登録する。

表 2 プロセス A,B, Cの生成時刻，処理時間及び待ち時間

単位 ミリ秒

処理時間及び待ち時間

プロセス名 生成時刻 入出力 入出力
処理3処理1

待ち1
処理2

待ち2

A 

゜
30 20 50 30 10 

B 10 30 30 30 30 30 

C 30 20 10 20 10 90 

タイムクウォンタムが 20ミリ秒のとき，プロセス Bの処理 1が実行を開始

する時刻は，プロセス A の生成時刻から 「―て―~ ミリ秒後であり，プロセ

ス Aの処理 1が終了する時刻は，プロセス Aの生成時刻から 1 c |ミリ

秒後である。

aに関する解答群

ア 3→ 2→ 5→ 4→ 3→ 2

ウ 3→ 3 → 5 → 3 → 1 

イ 3→ 2 → 5→ 4→ 3 → 5 

工 3→ 4 → 5 → 4 → 3 → 5 

b, Cに関する解答群

ア 10

工 40

キ 70

0

0

0

 

2

5

8

 

イ

オ

ク

0

0

0

 

3

6

9

 

ウ

カ

ケ
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選択した問題は，選択欄の項じをマークしてください。マークがない場合は，採点され

ません。

問3 コンサートチケット販売サイトの関係データベースの設計及び運用に関する次の記

述を読んで，設問 1~ 4に答えよ。

D社は， Web上で会員制のコンサートチケット販売サイトを運営している。販売

サイトのシステムは販売サブシステムと席予約サブシステムから構成され，販売サブ

システムで購入申込み及び決済を処理し，席予約サブシステムで座席指定を処理する。

本問では，販売サブシステムだけを取リ扱う。

販売サプシステムで利用しているデータベースの表構成とデータの格納例を図 1に

示す。下線付きの項目は主キーである。

会員表

1 麟 I 氏名 電子メールアドレス

KO0001 1情報太郎 taro@example.com 

商品表

コンサート 1D| コンサー ト情報 開催日時

C00001 1クリスマスコンサート 2018in東京 出演：Xバンド・・ 2018-12-24 18:00:00 

商品詳細表 決済表

|コンサー トID|2口1 価格 1 発売席数 販売 ID 決済日 決済額

COOOOl I S I 6000 I 500 HOOOOOl 2018-09-29 12000 

販売表

' 回 | 会貝 1D 1 コンサー トID 1 席種 1 席数 1 販売日 1販売額 1 決済期限日

HOOOOOl I KOOOOl I COOOOl I S I 2 I 2018-09-02 I 12000 I 2018-10-01 

図 1 販売サブシステムで利用しているデータベースの表構成とデータの格納例
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〔コンサートの席の説明〕

(1) コンサートの席種には， S,A及びBがある。

(2) 各席種の価格（常に有料）及び発売席数は，コンサートごとに異なる。

〔販売サブシステムの説明〕

(1) 販売サブシステムは取り扱うコンサートの席種ごとの販売可能な席数を管理す

る。

(2) 会員が購入申込みを行うと，販売サブシステムは一意な販売 IDを生成して販売

表にレコードを追加する。

(3) 会員が支払手続を行うと，決済処理として販売サブシステムは販売 IDを主キー

とするレコードを決済表に追加する。ここで，決済日はレコードを追加した日とす

る。

(4) 販売サプシステムは決済期限日の翌日に，決済期限日を過ぎた販売表中のレコ

ードと販売 IDが同じレコードが決済表にない場合，その購入申込みは取リ消され

たものとして，バッチ処理によって決済表に当該販売 IDを主キーとするレコード

を追加する。このレコードの決済日はNULLで，決済額は一1とする。

(5) バッチ処理は，毎夜 0~4時の販売サイトのシステムのメンテナンス時間帯に行

う。

(6) 会員が購入を申し込んだ席数が，その時点で販売可能な席数を上回る場合には，

販売サブシステムは“販売終了＂と表 示し，この購入申込みを受け付けない。

設問 1 データベースのデータの整合性を保っために DDLで制約をつけている。図

1の表構成において，列名とその列に指定する制約の正 しい組合せを，解答群

の中から選べ。

解答群

ー

表名．列名 制約

ア 決済表．決済額 検査制約

イ 決済表．決済日 非 NULL制約

ウ 商品詳細表．席種 参照制約

工 販売表．会員 ID 一意性制約
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設問 2 “販売終了”の表示判定を行うために，販売できない席数を求める必要があ

る。販売できない席数を出力する SQL文のLこここ：］ に入れる正しい答えを，

解答群の中から選べ。ここで，コンサート IDは COOOOL 席種は Sである。 al

と a2に入れる答えは， aに関する解答群の中から組合せとして正しいものを

選ぶものとする。

SELECT SUM（販売表．席数）

FROM 販売表l~ 決済表 ON 販売表．販売 ID =決済表．販売 ID

WHERE販売表．コンサート ID='C00001' 

AND販売表席種＝ ＇S'

AND［こ三：コ

aに関する解答群

al a2 

ア INNER JOIN 決済表．決済額＝ ー1

イ INNER JOIN 決済表．決済額＞＝ 0 

ウ LEFT OUTER JOIN （決済表．決済額 ISNULL OR決済表．決済額＝ー1)

工 LEFT OUTER JOIN （決済表．決済額 ISNULL OR決済表．決済額＞＝ 0） 

オ RIGHT OUTER JOIN （決済表．決済額 ISNULL OR決済表．決済額＝ ー1)

力 RIGHT OUTER JOIN （決済表．決済額 ISNULL OR決済表．決済額＞＝ 0)

設問3 決済期限日まで残リ 3日となっても支払手続が行われていない購入申込みが

ある会員に，支払手続を促す電子メールを送る。この会員の氏名，電子メール

アドレス及び販売 IDを出力する SQL文の［：二こ：こ］ に入れる正しい答えを，

解答群の中から選べ。 NOWは SQLを実行した日の日付を返すユーザ定義関数

であリ， DATEDI FFはともに日付である二つの引数を受け取って第 1引数から

第 2引数を引いた日数を整数値で返すユーザ定義関数である。

SELECT会員表氏名，会員表．電子メールアドレス，販売表．販売 ID

| t] 
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bに関する解答群

ア FROM会員表，販売表

WHERE DATEDIFF（販売表．決済期限日， NOW())= 3 

AND販売表．会員 ID=会員表．会員 ID

AND販売表．販売 IDNOT IN (SELECT販売 IDFROM決済表）

イ FROM会員表、販売表

WHERE DATEDIFF（販売表．決済期限日， NOW())= 3 

AND販売表．会員 ID=会員表．会員 ID

AND販売表．販売 IDIN 

(SELECT販売 IDFROM決済表 WHERE決済額＞＝ 0)

ウ FROM会員表，販売表，決済表

WHERE DATEDIFF（販売表．決済期限日， NOW())= 3 

AND販売表．会員 ID=会員表．会員 ID

AND販売表．販売 ID=決済表．販売 ID

工 FROM会員表，販売表，決済表

WHERE DATEDIFF（販売表．決済期限日， NOW())= 3 

AND販売表．会員 ID=会員表．会員 ID

AND販売表．販売 ID=決済表．販売 ID

AND決済表．決済額 <>-1 

設問 4 会員への優待サービスのために，ポイント制度を導入する。そのために修

正した会員表，決済表及び販売表の表構成を図 2に示す。ポイント制度を導入

するときに追加した列は 0で初期化する。

会貝表

「 氏名 希子メールアドレス I ポイント残高

決済表

「 決済日 決済額 I 付与ポイント

販売表
I 

阪 I会員 ID| コンサー トID I席種 I席数 I販売日 I販売額 I決済期限日 I使用ポイント

図 2 修正した会員表，決済表及び販売表の表構成

会員は購入申込み時に， 1ポイント 1円としてポイント残高の範囲で，販売

額に充当するポイント数を指定する。販売サブシステムは，指定したポイント
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数を使用ポイントに格納し，ポイント残高から減じる。会員は，販売額から使

用ポイントを差し引いた金額を決済額として支払う。販売額の全額にポイン ト

を充当した場合は，販売サブシステムは購入申込み時に支払手続が行われたも

のとし，決済処理として，決済表にレコードを追加する。

ポイント制度の導入時に追加したバッチ処理によって，前日に決済処理され

た販売 IDごとに，その決済額が20,000円以上， 10,000円以上 20,000円未満，

10,000円未満の場合に，それぞれ 3%,2%, 1％のポイントを付与する。付与

したポイント数は，付与ポイントに格納し，ポイント残商に加える。

決済表の付与ポイントを更新する正しい SQL文を，解答群の中から選べ。

NOW, DATEDIFFは設問 3で使用したユーザ定義関数と同じであリ， FLOORは引

数の値以下で最大の整数値を返す関数である。

解答群

ア INSERT INTO決済表（付与ポイント）

SELECT IF決済額＞＝ 20000THEN FLOOR（決済額＊ 0.03)

ELSEIF決済額＞＝ 10000THEN FLOOR（決済額＊ 0.02)

ELSE FLOOR（決済額＊ 0.01)END 

WHERE DATEDIFF(NOW(), 5央；斉日） ＝ 1 

イ UPDATE決済表 SET付与ポイント＝ （ 

CASE決済額＞＝ 20000THEN FLOOR（決済額＊ 0.03)

WHEN決済額＞＝ 10000THEN FLOOR（決済額＊ 0.02)

ELSE FLOOR（決済額＊ 0.01)END) 

WHERE DATEDIFF(NOW(), 決済日） ＝ 1 

ウ UPDATE決済表 SET付与ポイント＝ （ 

CASE WHEN決済額 ＞＝20000THEN FLOOR（決済額＊ 0.03)

WHEN決済額＞＝ 10000THEN FLOOR（決済額＊ 0.02) 

ELSE FLOOR（決済額＊〇． 01)END) 

WHERE DATEDIFF(NOW(), 5央；斉日） ＝ 1 

工 UPDATE決済表 SET付与ポイント＝ （ 

IF決済額＞＝ 20000THEN FLOOR（決済額＊ 0.03)

ELSEIF決済額＞＝ 10000THEN FLOOR（決済額＊ 0.02) 

ELSE FLOOR（決済額＊ 0.01)END) 

WHERE DATEDIFF(NOW(), 決済日） ＝ 1 
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選択した問題は，選択欄の項じをマークしてください。マークがない場合は，採点され

ません。

問4 ネットワークの障害分析と対策に関する次の記述を読んで，設問に答えよ。

G社は，ソフトウェア開発会社である。 G社のネットワーク構成を図 1に示す。

i.. 
事務セグメント

.. ,•'· -・・ 

./.9: 

······················································•, 
開発セグメント2 ) 

・, 

.・ 

,•················································································-ヽ
開発セグメント10 ) 

・-・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・_.. 
図 1 G社のネットワーク構成

(1) 図 l中の各セグメン トには，図に記された機器を含む複数の機器が配置されて

おり ，各機器はセグメントごとに用意されたスイッチに LANケープルで接続され

ている。

(2) 社員は，事務作業を事務セグメント内の PCを使用して行い，ソフトウェア開発

作業を開発プロジェクトごとに設けられた開発セグメント内の PCを使用して行う。

現在，開発セグメントは，開発セグメント 1から開発セグメント 10まである。

(3) 事務セグメント内の PCは， リモートデスクトップ（手元の PCをクライアント

として，他の PCを GUIで遠隔操作する技術であリ，操作される側がサーバにな

る）のクライアント機能（以下， リモー トデスクトップ機能という）又は SSH を

用いて，開発セグメント内の PCを遠隔操作できる。

(4) 開発セグメント内の PCは，事務セグメント内のファイルサーバにアクセスでき

る。
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(5) 事務セグメント内の PCからインターネット上に公開された Webサイトを閲覧

する際には， DMZセグメント内のプロキシサーバを経由する。

(6) ルータ B は，内蔵のパケットフィルタ型のファイアウォール機能によってセグ

メント間の通信の可否を制御しておリ，上記(3)~(5)に必要な通信だけを許可して

いる。ルータ Bのファイアウォール機能は，送信元ネットワークから，宛先ネッ

トワークの指定したポート番号への通信の可否を制御するものであって，許可した

通信の応答パケットの通過も許可する。

〔障害の発生〕

ある日，“事務セグメント内の PCB-1から， リモートデスクトップ機能を用いて，

開発セグメント 1内の PC1-1を遠隔操作しようとしたが，接続できなかった”と報

告があったので，障害箇所を特定するために原因の切分けを行った。

初めに，事務セグメント内の PCB-2から， PC1-1にリモートデスクトップ機能を

用いて接続を試みたが，失敗した。

次に， PCB-1から SSHを用いてログインした開発セグメント 1内の PC1-2でping

コマンドを実行し， PC1-1から応答が返ってくることを確認した。

これらのことから，障害の原因として［~ ［こここコ の不具合が考え

られたので，これらに不具合があるかどうかを調査して，原因を特定した。

〔セグメントの追加〕

新しい開発プロジェクトの立上げに伴い，開発セグメント 11をネットワークに追

加した。開発セグメント 11は，開発セグメント 1~10と同様にスイッチ 11でルー

タ Bと接続する。ルータ Bのファイアウォールに追加した設定を表 1に示す。とこ

ろが，表 1の設定には誤りゞあリ，開発セグメント 11に接続された PCに関して，

こニコ ことが分かった。

事務セグメントと開発セグメント 11のネットワークアドレスは，表 2のとおリで

ある。
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表 1 ルータ Bのファイアウォールに追加した設定

送信元ネットワーク 宛先ネットワーク ポート番号（サーピス）

10.0.0.0/16 10.1.11.0/24 445（ファイル）

10.0.0.0/16 10.1.11.0/24 22 (SSH) 

10.0.0.0/16 10.1.11.0/24 3389（リモートデスクトップ）

表 2 事務セグメントと開発セグメント 11のネッ トワークアドレス

セグメント

事務セグメント

開発セグメント 11

〔障害発生の予防〕

ネットワークアドレス

10.0.0.0/16 

10.1.11.0/24 

可否

可

可

可

現在のネットワーク構成では，社内のセグメント間の全ての通信がルータ Bを経

由するので，ルータ Bの過負荷によって社内ネットワークに障害が発生することが

懸念される。そこで，ルータ Cを増設することによって負荷を分散させることとし，

増設後の構成として構成案 lと構成案 2の二つを検討した。

構成案 1及び構成案2における，ルータとスイッチの接続形態を図 2に示す。

構成案1 構成案2

図2 ルータとスイッチの接続形態

構成案 1では，セグメントごとにルータ Bかルータ Cのどちらかのルータを使用

するように設定することによって，負荷を分散させる。このとき，ルータの冗長化技
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術を用いて，一方のルータに障害が発生したときは，もう一方のルータが使用される

ように構成する。

構成案 2では，ルータ Bとルータ Cの役割を分けることによって，負荷を分散さ

せる。ルータ Cに，事務セグメントと開発セグメントの間の通信を中継する役割を

もたせる。

G社では［二三ニコ ことや ［こニニコ ことを重視して，構成案 1を採用するこ

とにした。

設問 本文中の［ロニニコ に入れる適切な答えを，解答群の中から選べ。

a, bに関する解答群

ア PC1-1のLANポート イ PC1-1のソ フトウェア

ウ スイッチ 1 エスイッチ B

才設定を含むルータ Bのソフトウェア カ ルータ BのLANポート

cに関する解答群

ア 事務セグメン ト内の PCから SSHを用いて当該 PCを遠隔操作できない

イ 事務セグメント内の PCからリモー トデスクトップ機能を用いて当該 PCを遠

隔操作できない

ウ 当該 PCから事務セグメント内のファイルサーバにアクセスできない

d, eに関する解答群

ア 可用性を高められる

イ 機密性を高められる

ウ 障害発生時に原因を特定しやすい

工 セグメント間で通信する際に経由する機器が少なくなる

ォ ルータ B,Cとスイッチ間をつなぐ LANケープルの本数が少なくて済む

カ ルータ Bとルータ Cの負荷に大きな差が生じないように調整できる
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選択した問題は，選択欄の⑱じをマークしてください。マークがない場合は，採点され

ません。

問5 購買管理システムで行う処理に関する次の記述を読んで，設問 1~3に答えよ。

自動車用アクセサリ類を製造している K社では，購買部門が部品を発注する際に

利用する購買管理システムを構築中である。システム部の C君は，購買ファイル更

新可否チェック処理の開発を担当することになった。

購買ファイル更新可否チェック処理においては，部品の購入依頼情報を格納したフ

ァイル（以下，依頼ファイルという）中の各レコードについて，購買ファイルを更新

できるかどうかをチェックする。更新することができないレコードは，更新対象外依

頼ファイルに出力する。更新することができるレコードは，更新用依頼ファイルに出

力し，一連の処理として実行する購買ファイル更新処理に引き渡す。ここで，依頼フ

ァイルは， 1日に 1回，バッチ処理時間帯に製造部門から受け取る。依頼ファイルに

は，過去に受け取った購入依頼情報のレコードは含まれない。購買ファイル更新可否

チェック処理の位置付けを，図 1に示す。

製造部門

（参旦 —----- --- --- - --- ----- ― l
v,  

闘；万瓢よ新9イル

購買管理システム

更新対象外

依頼ファイル

図 1 購買ファ イル更新可否チェック処理の位置付け

依頼ファイル及び購買ファイルのレコードの項目を表 1に，その項目の説明を表 2

に示す。更新用依頼ファイル及び更新対象外依頼ファイルのレコー ドの項目は，依頼

ファイルのレコードの項目と同じである。

表 1 依頼ファイル及び購買ファイルのレコードの項目

ファイル名

依頼ファイル

項目

依頼ID，依頼日時，品番，個数，納期，依頼者，依頼種別

＇ 
購買ファイル I徳墜坦，依頼日時品番，個数，納期，依頼者，購買ステータス

注記 下線付きの項目は主キーを表す。
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表 2 依頼ファイル及び購買ファイルの レコードの項目の説明

項目名 説明

購入依頼情報を識別するために，購入依頼情報を新規に作成するとき

依頼ID に，製造部門で採番して設定する一意な番号。購入依頼情報の変更又は

削除のときは，新規に作成したときの依頼IDを設定する。

依頼日時 依頼ファイルにレコードを格納した日時

品番 発注する部品の品番

個数 発注する部品の個数

納期 納品希望日

依頼者 製造部門の担当者名

依頼種別 “登録’',“変更’',‘‘削除”がある。

購買ステータス “購買受付",“見租り中”,“発注済”,“納品済”がある。

(1) 依頼種別には，依頼者が購入依頼情報を新規に作成するときは ‘‘登録”が，変

更するときは “変更”が，削除するときは“削除”が設定される。

(2) 購買ステータスには，購買部門が発注先に見積 リを依頼する前は‘‘購買受付”

が，見積リを依頼して発注するまでの間は “見積リ中”が，発注して納品されるま

での間は“発注済”が，納品後は“納品済”が設定される。

〔購買ファイル更新可否チェック処理の概要〕

(1) 依頼ファイルのレコードの，依頼 IDと依頼種別を除く項目の内容は，正しいも

のとする。

(2) 依頼 IDの昇順に整列された依頼ファイルのレコードを先頭から順に読み込んで，

全てのレコードについて次の処理を行う。

① 購買ファイルに同じ依頼IDをもつレコードがない場合

依頼ファイルから読み込んだレコードの依頼種別が‘‘登録”であれば，そのレ

コードを対象レコード出力処理を使って更新用依頼ファイルに出力する。

② 購買ファイルに同じ依頼 IDをもつレコードがある場合

購買ステータスが“購買受付”又は ‘‘見積リ中’'で，依頼ファイルから読み込

んだレコー ドの依頼種別が‘‘変更”又は“削除”であれば，そのレコードを対象

レコード出力処理を使って更新用依頼ファイルに出力する。

③ ①と②の処理で更新用依頼ファイルに出力しなかったレコードを，対象外レコ

ー ド出力処理を使って更新対象外依頼ファイルに出力する。

購買ファイル更新可否チェック処理の流れ図を，図2に示す。
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注記 流れ図中の “依頼種別”は依頼ファイルから読み込んだレコードの依頼種別の値を表し，“膜買ステータ

ス＂は購買ファイル から読み込んだレコー ドの購買ステータスの値を表す。

図 2 購買ファイル更新可否チェック処理の流れ図
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設問 1 図 2中のI Iに入れる適切な答えを，解答群の中から選べ。ここで，

alと a2に入れる答えは，aに関する解答群の中から組合せとして適切なもの

を選ぶものとする。

aに関する解答群

al a2 

ア 依頼種別＝ “登録” 依頼種別＝‘‘削除'’

イ 依頼種別＝‘‘登録” 依頼種別＃‘‘削除”

ウ 依頼種別＃‘‘登録” 依頼種別＝“削除”

工 依頼種別＃‘‘登録” 依頼種別＃ “削除”

オ 依頼種別＝‘‘変更” 依頼種別＝“削除”

力 依頼種別＝“変更” 依頼種別＃“削除”

設問 2 購買ファイル更新可否チェック処理のテストケースを設計する。テストケー

スに漏れがないように購買ファイル更新可否チェック処理で出力するファイル

に着目して，決定表を作成した。出力するファイルの決定表を表 3に示す。表

3中の［ロロロ］ に入れる適切な答えを ，解答群の中から選べ。

表 3 出力するフ ァイ ルの決定表

条件 I) y Y Y Y Y Y y Y Y Y Y Y N N 

購買ステ 購買受付 y Y y 
ータス

見積リ中 Y Y Y 

発注済 Y Y Y 

納品済 Y Y Y 

依頼種別 登録 Y -Y ＇ Y Y Y 

変更 Y y Y Y 

削除 Y b Y Y C 

更新用依頼ファイルに出力 X X X X 

動作 2) X X X X X X X X 
＇ ＇ 

注＂ 依頼ファイルから読み込んだレコードと依頼IDが同じ購買ファイルのレコードがある。

2) 更新対象外依頼ファイルに出力
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b, Cに関する解答群

設問3 次の記述中の［こここコ に入れる適切な答えを，解答群の中から選べ。

依頼ID

10000003 

10000004 

10000005 

10000006 

依頼ID

10000003 

10000004 

10000005 

10000006 

10000007 

10000008 

購買ファイル更新可否チェック処理のテストのためにテスト用レコードを作

成した。購買ファイルには表 4に示すテスト用レコードを，依頼ファイルには

表 5に示すテスト用レコードを，事前に格納しておいた。

表 4 購買ファイルのテスト用レコード

依頼日時 品番 個数 納期 依頼者 購買ステータス

2018-10-19 10:00 A 100 2018-12-10 山田 購買受付

2018-10-19 11:00 B 300 2018-12-10 鈴木 見積リ中

2018-10-1911:00 D 100 2018-12-10 田中 見和リ中

2018-10-19 11:00 C 200 2018-12-11 佐藤 発注済

表 5 依頼ファイルのテスト用レコー ド

依頼日時 品番 個数 納期 依頼者 依頼種別

2018-10-20 10:00 A 100 2018-12-10 山田 削除

2018-10-20 11:00 B 400 2018-12-10 鈴木 登録

2018-10-20 11:05 D 200 2018-12-10 田中 変更

2018-10-20 11:10 C 200 2018-12-11 佐藤 削除

2018-10-20 11:15 E 300 2018-12-08 佐藤 登録

2018-10-20 12:00 F 300 2018-12-08 斎藤 変更
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これらのテスト用レコードを用いて，購買ファイル更新可否チェック処理を

実行した場合，図 2の破線で囲んだ処理のうち，対象外レコード出力処理では

依頼 IDが ［ニエこコのレコードが処理され，対象レコード出力処理では依

頼IDが［こここコのレコードが処理される。

dに関する解答群

ア 10000003

ウ 10000005

オ 10000007

eに関する解答群

ア 10000003と10000005

ウ 10000004と10000006

イ 10000004

工 10000006

イ 10000004と10000005

工 10000005と10000008
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選択した問題は，選択欄の直じをマークしてください。マークがない場合は，採点され

ません。

問6 プロジェクトのスケジュール作成に関する次の記述を読んで，設問 1,2に答えよ。

W 社は，業務効率化を目的として，紙のリん議書を回付して行っている申請承認

に関わる業務を電子化するプロジェクト（以下， リん議書竜子化プロジェクトという）

を立ち上げた。

〔リん議書電子化プロジェクトの概要〕

リん議書電子化プロジェクトでは，紙のリん議書を電子帳票化するシステム（以下，

電子帳票システムという）を， W 社の情報システム部が新規に開発する。 電子帳票

化されたリん議書の回付（以下， リん議書回付という）には，クラウドサービスプロ

バイダが提供している回付業務のクラウドサービス（以下，回付サービスという）を，

比較検討の上，導入して利用する。

設問 1 次の記述中の［ロロ~解答群の中から選べ。

プロジェクトマネージ ャ の Q君は， リん議書電子化プロジェクトのスケジ

ュールを，ァローダイ アグラムを用いて作成することにした。

ァローダイアグラムの例を， 図 1に示す。

ー
A
＿ー

D
-4
 2 ヽB 2 ヽE 

F 

2 

凡例

〇： 結合点 。戸］：業よ 、O -- --—＞： ダミ ー作業

図 1 アローダイアグラムの例
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図 1のクリテイカルパスは | a |であリ，全ての作業を完了するため

に必要な所要日数（以下，総所要日数という）は 1 b |日である。また，

作業Jについて，最早開始日と最遅開始日は[/://lであリ，余裕日数は

| ] 日である。ここで，結合点 1から始まる作業の開始日は 0日とす

る。また，余裕日数とは，当該作業に先行する作業が遅れなしに完了したとき，

総所要日数を増加させることなく，当該作業が遅れてもよい日数である。

aに関する解答群

作業名

ア A, C, G, I, K 

イ A, D, I, K 

ウ B, C, G, I, K 

工 B, C, H 

オ B, D, I, K 

力 B, F, I, K 

bに関する解答群

ア ， イ 10 ウ 11 工 12 才 13 

cに関する解答群

ア 4日と 7日 イ 4日と 8日 ウ 5日と 8日

工 5日と 9日 オ 7日と 10日 力 7日と 11日

dに関する解答群

ア

゜
イ 1 ウ 2 エ 3 オ 4
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設問 2 次の記述中の「ロロロ］ に入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。

Q君は，リん議書電子化プロジェクトのスケジュール作成に当たリ，プロジ

ェクトで実施する作業を，表 1に示す作業一覧表にまとめ，作業の流れを整理

中である。作成途中のアローダイアグラムを，図 2に示す。

表 1 作業一覧表

作
所要

業 作業項目 作業内容

名
日数

A プロジェクト計画作成 20 スケジュールや体制，要貝配沼など，プロジェクトの計画を作成する。

B 業務要件定義 30 紙のリん諸書の筍子帳票化及びリん議掛回付に関する業務要件を定義す

る。

C システム要件定義 20 電子帳票システムに関しては，紙のりん議笞を電子帳粟化する業務要件

を満たすソフトウェア構成及びハードウェアとミドルウェアの構成を定

義する。回付サービスに関しては，俎子帳粟システムとの連携要件＂を

定義する。

D ハードウェア， ミドル 30 電子帳票システムのシステム要件に適合したハードウェアとミドルウェ

ウェア調達 アを調達する。

E ハードウェア設謹ミ 30 調達したハードウェアを設骰し，外部設計で定義したミドルウェアのパ

ドルウェア設定 ラメタ2)設定を行う。

F 回付サーピスの候補選 10 リん艤む回付の業務要件に適合する回付サービスの候補を選定する。で

定 きるだけ多くの回付サーピスを候補とするために， リん議害回付に関す

る業務要件だけを前提として選定を行い，電子帳票システムとの連携要

件は前提としない。

G 回付サーピスの適合性 40 候補として選定した回付サービスについて，それぞれ業務要件との適合

検証，決定 性検証，システム要件定義で定義した循子帳票システムとの連携要件の

適合性検証を実施し，導入する回付サービスを決定する。

H 回付サーピスの利用準 40 回付サービスを利用するための各種パラメタ設定などを行う。

備

I 外部設計 20 システム要件を基に電子帳票システムのソフトウェアの外部設計，ミド

ルウェアのパラメタ定義を行う。

J 内部設計 20 外部設計を基に霞子帳票システムの内部設計を行う。

k プログラム開発，単体 30 内部設計を基に霞子帳票システムのプログラム開発と単体テストを行

テスト う。

L 結合テス ト 20 霞子帳票システムと回付サービスを連携させた結合テストを行う。

M 総合テスト 20 実運用を想定した総合的なテストを行う。

N 本番移行 10 各種のシステム資源を稼慟環境に移行する。

＇ 
注 1) 連携要件とは，電子帳票システムとの連携に必要となる機能，データ項目及びインタフェースである。

2) ミドルウェアの外部仕様は，公開されている。
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図2 作成途中のアローダイアグラム

作成途中のアローダイアグラムには，二つのダミー作業が欠けている。リん

議書電子化プロジェクトのスケジュールを正しく表現するためには，

［ニコ とニコにダミー作業を追加する必要がある。

ダミー作業追加後のアローダイアグラムにおいて， リん議書電子化プロジェ

クトの総所要日数は ［こ二こコ 日である。

e, fに関する解答群

ア 結合点 2から結合点 9 イ 結合点 3から結合点 9

ウ 結合点 4から結合点 5 工 結合点 4から結合点 6

オ 結合点6から結合点 7 力 結合点6から結合点8

キ 結合点6から結合点 12 ク 結合点 7から結合点9

gに関する解答群

ア 160 イ 170 ウ 180 エ 190 オ 200 カ 210
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選択した問題は，選択欄のCl[)をマークしてください。マークがない場合は，採点され

ません。

問 7 広告制作業務の現状把握と改善に関する次の記述を読んで，設問 1~3に答えよ。

x社は，新聞雑誌カタログ誌などの紙媒体に掲載する広告（以下，紙広告とい

う）及びインターネット上の Webサイトに掲載する広告（以下， Web広告という）

を取リ扱う広告制作会社であリ，複数の拠点で業務を行っている。

各拠点では，担当するエ リア内で営業活動を行い，エリア内の顧客から受け取った

広告原稿を基に，広告を制作する。各拠点の体制を，図 1に示す。

営業部門

制作部門 管理グループ

審査グループ

作成グループ 紙広告チーム

Web広告チーム

図 1 各拠点の体制

x社では，広告原稿の受渡しを手渡しで行っている。制作部門では，営業部門から

広告原稿をいつ受け取り営業部門にいつ返却のために渡したかを，授受管理簿に記

録する。授受管理簿には，広告原稿を用いて作業を行う担当者が誰であるかも，併せ

て記入している。授受管理簿の様式を，図 2に示す。

営業 I | 紙広告
Web広告

作業担当者

通番I受付日 I担当者 顧客名 原稲 原稿 返却日 返却事由
審査

紙広告 Web広告

枚数 枚数 担当者
作成 作成
担当者 担当者

図 2 授受管理簿の様式
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〔制作部門での作業の流れ〕

(1) 管理グループの作業 1

① 営業部門から受け取った広告原稿を確認し，授受管理簿の通番，受付日，営業

担当者，顧客名，紙広告原稿枚数， Web広告原稿枚数の欄に記入する。ここで，

広告原稿が紙広告又は Web広告の一方だけの場合は，広告原稿のない方の原稿

枚数は“-”とする。

② 広告原稿の形式的な点検（枚数の過不足，折れや汚れの有無など）を行う。

③ 点検の結果，不備がある場合は，返却のために広告原稿を営業部門に渡す。授

受管理簿の返却日，返却事由の欄に記入する。返却事由は‘‘原稿不備”とする。

営業部門に渡すときに，待ちは発生しない。

④ 点検の結果，不備がない場合は，作業担当者を決定し，審査担当者，紙広告作

成担当者， Web広告作成担当者の欄に記入する。ここで，広告原稿が紙広告又

は Web広告の一方だけの場合は，広告原稿のない方の作成担当者は“-”とす

る。記入した後，広告原稿を審査担当者に渡す。審査担当者に渡すときに，待ち

は発生しない。

(2) 審査グループの作業

① 広告原稿の内容が X社の広告制作基準に違反していないかどうかを審査し，

審査結果を“適”又は“不適”として，審査票を起票する。

② 広告原稿と審査票を管理グループに渡す。管理グループに渡すときに，待ちは

発生しない。

(3) 管理グループの作業 2

① 審査結果が“不適”であれば，審査票の写しをとり，審査票の原本は保管する。

その写しを添えて，返却のために広告原稿を営業部門に渡す。授受管理簿の返却

日，返却事由の欄に記入する。返却事由は “基準違反”とする。営業部門に渡す

ときに，待ちは発生しない。

② 審査結果が ‘‘適”であれば，審査票の原本を保管し，広告原稿を紙広告と

Web広告とに分けて，それぞれを決定している作成担当者に渡す。

• 他の作業を行っている場合は，作業の終了を待って渡す。

•他の作業を行っていない場合は，すぐに渡す。

(4) 作成グループの作業

① 受け取った広告原稿を基に，広告を作成する。

② 作成完了後，作成担当者が，作成した広告（以下，作成済広告という）と広告

-34 -



(5) 

原稿を管理グループに渡す。管理グループに渡すときに， 待ちは発生しない。

管理グループの作業 3

①
 

紙広告と Web広告について，受け取った広告原稿と作成済広告がそろってい

るかどうかを授受管理簿と照合して確認する。

②
 

確認の結果，紙広告と Web広告について，

要なものが全てそろうまで待つ。

③
 

確認の結果，紙広告と Web広告について，

どちらかに不足がある場合は，必

必要なものが全てそろ っている場

合は，営業部門に広告原稿と作成済広告を渡す。授受管理蒋の返却日，返却事由

の欄に記入する。返却事由は‘‘作成完了’'とする。営業部門に広告原稿と作成済

広告を渡すときに，待ちは発生しない。

設問 1 10月 11日における授受管理海を，圏 3に示す。通番 6の行の広告原稿につ

〔制作部門での作業の流れ〕（1）④の作業を実施し，完了したところ

である。図 3中の［口//lに入れる適切な答えを，解答群の中から選べ。

いては，

紙広告 Web広告
作業担当者

通番 受付日
営業

顧客名 原稿 原稿 返却日 返却事由 紙広告 Web広告
担当者 審査

枚数 枚数
担当者

作成 作成

担当者 担当者

1 10月4日佐々木 2枚 2枚 10月 10日作成完了 佐藤 高橋 伊藤

2 10月5日山口 3枚 10月5日原稿不備

3 10月5日松本 3枚 10月6日基準違反 佐藤 渡辺

4 10月6日松本 5枚 10月 10日作成完了 鈴木 田中

5 10月7日山口 2枚 10月 10日作成完了 佐藤 山本

6 10月 11日佐々木 5枚 I l 
注記 網掛けの部分は表示していない。空白の部分は未記入であることを示す。

固3 10月 11日における授受管理簿

ァ

ィ

ゥ

工

暉

疇

履

―

―

―

―

―

―

―

―
 

解答群

ロ已三］原稿不備

巨 原稿不備

辺

辺

渡

渡

―

―

―

―

―

―

―

―
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設問2 作成グループにおいて，広告原稿の “紛失事故’'騒動が発生した。‘‘紛失事

故”の原因は， Web広告作成担当者が，広告原稿を保管した場所を勘違いして

いたことであった。広告原稿は翌日に発見されて事なきを得たが，X社の作業

方法では，広告原稿をグループ間で受け渡すと き及び営業部門に渡すときに待

ちが発生する場合がある。この場合に，一時的な保管が必要となって， “紛失

事故＂が誘発されるおそれがある。

〔制作部門での作業の流れ〕のうち，作成グループの作業以外の作業で，広

告原稿の一時的な保管に伴って “紛失事故’'が誘発されるおそれがある作業と

して適切な答えを三二，解答群の中から選べ。

解答群

ア 管理グループの作業 1

ウ 管理グループの作業 3

イ 管理グループの作業 2

工 審査グループの作業

設問3 X社では， ‘‘紛失事故’'が誘発されるおそれを低減させ，管理グループの作

業を軽減させるために，広告原稿については，電子化を行って，サーバ上で共

有する ことで，これまでの手渡しによる受渡しの作業をなく すこ とを構想して

いる。広告原稿を電子化する時点の候補として，営業部門が制作部門に渡す直

前（以下，営業出口という）と，制作部門が営業部門から受け取った直後（以

下，制作入口という）が挙がっている。 ここで， 作成済広告の受渡しは，手渡

しのままとする。

次の記述中の［こここ~解答群の中から選べ。

図 3の通番 4に対応する制作部門での一連の作業において管理グループが行

った作業を，表 1に整理した。項番 1の受渡し作業に関して，広告原稿，審査

票，作成済広告のそれぞれについて，管理グループが受けの作業を行った件数

と，管理グループが渡しの作業を行った件数の合計は 9件であった。広告原稿

の電子化をどこで行うかによって，項番 1の受渡し作業のうち，手渡しによる

作業の合計の件数は異なる。営業出口で行った場合は 1＿＿；一~ 件になリ，

制作入口で行った場合は|―ぷ―-|件になる。ここで， 電子化を制作入口で

行った場合には， 営業部門への渡しは手渡しで行うものとする。
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表 1 管理グループが行った作業（図 3の通番 4)

項番 作業 件数

1 受渡し ， 
広告原稿の受け（対営業部門）

広告原稿の渡し（対営業部門）

広告原稿の受け（制作部門内）
内

広告原稿の渡し（制作部門内）
訳

作成済広告の受け（制作部門内）

作成済広告の渡し（対営業部門）

審査票の受け（制作部門内）

2 広告原稽の形式的な点検 1 

3 作業担当者の決定 1 

4 審査栗の原本を保管 1 

5 授受管理簿の記入

注記 網掛けの部分は表示していない。

a, bに関する解答群

ア 2

オ 6

3

7

 

イ

カ
4

8

 

ウ

キ
5

9

 

エ

ク
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次の問8は必須問題です。必ず解答してください。

問8 次のプログラムの説明及びプログラムを読んで，設問 1~3に答えよ。

整数式を受け取って，その値を返すプログラムである。例えば，例 1に示す整数式

を受け取ると，その値 50を返す。

~U 1 : 2 X (34 -(5 + 67) + 8) 

〔プログラムの説明〕

(1) 整数式は，文字の列で与えられる。整数式は，次のもので構成される。

．符号のない数字0~9の並び

・演算子 ： ＋， ー，X, ..;-

．括弧 ： （，） 

(2) 引数 Expression[]で整数式を，引数 Explenで整数式の文字数を，それぞれ受

け取る。

(3) プログラム中の破線で囲んだ解析処理の部分では，受け取った整数式を解析し，

計算に必要な情報を配列及び変数に設定する。

(4) プログラム中の破線で囲んだ計算処理の部分では，（3）で設定した情報を用いて，

整数式の値を計算する。整数式の値は， Value[0]に得られる。

(5) 各配列の添字は，0から始まる。各配列の要素数は，十分に大きいものとする。

(6) 受け取った整数式に誤リはないものとする。また，計算の過程で，あふれやゼ

口除算は発生しないものとする。

〔プログラム〕

0整数型関数： compute（文字型：Expression[],整数型： Explen)

0文字型： Operator[100]

0整数型：OpCnt, Priority[100], Value[100] 

0文字型： chr

0整数型：i, ip, nest 
-----------------------------------------------
解析処理（詳細は〔プログラム（解析処理の部分）〕に示す）

・------------------------------------------------------' 
-------------------------------------------
： 計算処理（詳細は〔プログラム（計算処理の部分）〕に示す） I 

,_ -----------------------------------------------------
• return Va lue[0] 
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（プログラム（解析処理の部分）の説明〕

(1) Expression[]で渡された整数式を解析し，計算に必要な情報を配列 Operator[],

Priority[], Value[]及び変数 OpCntに設定する。関数int()は，引数の数字が表

す値を整数型で返す。

(2) 例 1の整数式について，プログラム（解析処理の部分）を実行した直後の各配

列及び変数の状態を，図 1に示す。

゜
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 11 12 13 14 

l21xl <13141-1 <151+16171) l+ IBI) I 
--. 

Expression[] 
--. 

゜
1 2 3 4 

I 2 I 34 I 67 | 8 | 
----. 

Value[] 5 
----. 

I X I I + -;- I 
-----

OpCnt仁□Operator[] 

----. 
Priority[] I 2 I 11 I 21 12 1 

図 1 プログラム（解析処理の部分）を実行した直後の状態

〔プログラム（解析処理の部分）〕

• OpCnt← 0 

• Va lue[0]← 0 

• nest← O 

i : 0, i < Explen, 
• chr← Expression[i] 

：・（；a＼し孟言t]an:(1cohrx三Va'畠。pCnIt]門］コ‘?*/ 

①→ 

②→ 

• (chr='+') or (chr='-') or (chr='X') or (chr='+') 

• Operator[OpCnt]← chr 

言：：：［：）：］］（：hr:::9 :-':) 

• OpCnt← OpCnt + 1 

• Va lue[OpCnt]← 0 

゜
，
 ＋
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〔プログラム（計算処理の部分）の説明〕 ， 

(1) 整数式の値を計算していく。図 1に示す各配列及び変数の状態から，プログラ

ム（計算処理の部分）の最外側の繰返しを 1回実行した直後の各配列及び変数の状

態を，図 2に示す。

゜
1 2 3 

I 2 I 34 72 | 
I 

-----
Value[] 8 -----

I X I ..,... I 
----~ 

OpCnt□□ Operator[] -----
1 2 I 11 12 I Priority[] ----.. 

図 2 プログラム（計算処理の部分）の最外側の繰返しを 1回実行した直後の状態

〔プログラム （計算処理の部分）〕

OpCnt > 0 
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設問 1 プログラム（解析処理の部分）に関する次の記述中のI Iに入れる

正しい答えを．解答群の中から選べ。

プログラム（解析処理の部分）の行①～④で用いている定数について考察

する。

まず，行③及び④の処理では，定数として 10を用いているが，この定数は

10である必要はない。このプログラムにおいては，定数が1 a |であれ

ば常に正しい演算順序が保証される。

また，行①及び②の処理では，定数として 1及び 2を用いているが，次に

示すよう に書き換えることが可能である。ここで， pri Low及びpri Highは整

数の定数を表し，その値は prilow< priHighとする。

①→ •Pr i or i ty[OpCnt]← nest + pr i Low 

②→ •Pr i or ity[OpCnt ]• nest+ priHigh 

このように表現したとき，行③及び④の処理では， nestの値を増減する定

数が1 b |のときに限リ正しい演算順序が保証されることになる。

aに関する解答群

ア 1以上

ウ 11以下

bに関する解答群

ア priHigh以上

ウ priHigh - prilow以上

イ 2以上

工 12以下

イ priHigh + 1以上

工 priHigh -prilow + 1以上
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設問2 俊先順位の等しい演算子が複数個含まれている整数式の，演算の実行順序に

ついて考察する。プログラムに関する次の記述中の［：~に入れる正し
い答えを，解答群の中から選べ。ここで， cl~c3に入れる答えは， cに関する

解答群の中から組合せとして正しいものを選ぶものとする。

プログラム（計算処理の部分）では，優先順位の等しい演算子が複数個含ま

れている場合，演算を左から順に実行するようになっている。このプログラム

では，演算を左から順に実行するか右から順に実行するかは,行| c1 | 

の内容が［ここ二］ヵ｛二こここ］かで決まる。

演算の実行順序によって，計算結果が異なることがある。例えば，次の四つ

の整数式のケースを考える。

ケース 1:(12+3+1)X4X2 

ケース 2:(12+3+1)-;-4-;-2 

ケース 3:(12-3-1)X4X2 

ケース 4:(12-3-1)-;-4-;-2 

これらのケースのうち，演算を左から実行しても右から実行しても，プログ

ラムによる計算結果が等しくなるのは，ケ-ス| d |である。

cに関する解答群

cl c2 c3 

ア ⑤ • ip← 0 • ip← OpCnt -1 

ィ ⑥ i : 1, i < OpCnt, 1 i : OpCnt, i > 0, -1 

ウ ⑥ i : 1, i < OpCnt, 1 i : OpCnt -1, i > 0, -1 

工 ⑦ Priority[ip] < Priority[i] Priority[ip];;:; Priority[i] 

dに関する解答群

ア 1

ウ 1及び3

イ 1及び2

工 1及び4
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設問 3 プログラムの動作に関する次の記述中の［~に入れる正しい答えを，

解答群の中から選べ。

符号付き整定数（数字の並びの先頭に符号＋又は一を付けた定数）を含む整

数式を考える。符号付き整定数は，例 2のように括弧で囲んで記述する。ただ

し，符号付き整定数の直前の文字が演算子でない場合は，例 3のように括弧で

囲まなくてもよい。

伊IJ2: (+2)X((-3)+(-4)) 

例 3: +2X(-3+(-4)) 

符号付き整定数を含む整数式 2X(-1) について プログラム（解析処理の

部分）を実行した結果を，図3に示す。

このように，符号付き整定数を含む整数式を受け取ったとき，プログラムは

| e |。

0 1 2 3 4 5 

Expressi on[] | 2 | x | (| -| 1 |) |: : : 

0 1 2 3 -----
I I ---・

I 2 |こ]|Value[] 

Operator[] I X I I I::::: OpCnt [Ci] 
Priority[] I 2 I | I::::: 
注記 網掛け部分（値が格納されているとは限らない）は表示していない。

図 3 整数式 2X(-1) についてプログラム（解析処理の部分）を実行した結果

eに関する解答群

ア 整数式が符号付き整定数で始まる場合に，正しい値を返さない

イ 整数式中に符号 一 の付いた符号付き整定数がある場合に，正しい値を返さな

し‘

ウ 整数式中に二つ以上の符号付き整定数が含まれる場合に， 正しい値を返さない

工 正しい値を返す

f, gに関する解答群

ア ー1 ィ。 ウ 1 エ 2
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次の問9から問 13までの 5問については，この中から 1問を選択し，選択した問題に

ついては，答案用紙の選択欄の項じをマークして解答してください。

なお， 2問以上マークした場合には，はじめの 1問について採点します。

問9 次の Cプログラムの説明及びプログラムを読んで，設問 1~ 3に答えよ。

本問は，図 1に示す路線構成の鉄道模型における列車の運行をシミュレーションす

るプログラムである。表 1は，図 1の説明である。

始発駅

A 

始発駅

B 

列車4

行先：終普駅z

＠＾  
区間4

区間1 区間2 区間3 区間7 区間8

図 1 鉄道模型の路線構成及び列車位置

表 1 図 1の説明

区間 区間の出口で接続する区間 区間内の列車（行先）

区間 0 区間 2 列車 4（終着駅Z)

区間 1 区間 2 列車 3（終着駅 X)

区間2 区間 3

区間 3 区間4 区間 7 列車 2（終着駅 Y)

区間 4 区間 5 区間 6 列車 1（終着駅 X)

区間 5

区間 6

区間 7 区間 8

区間 8 列車 0（終着駅 Z)
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（列車を進行させるルール〕

(1) 各列車は，あらかじめ決められた始発駅から，あらかじめ決められた終着駅を

行先として，路線を後戻りすることなく進行する。

(2) 一つの区間には，同時に一つの列車しかいることができない。

(3) 各区間の入口には信号機があリ，赤又は緑を表示する。

(4) 各列車は，終羞駅を出口とする区間にいるときは無条件に進行できる。終着駅

を出口とする区間にいる列車が進行した場合，その列車は路線上から取リ除かれる。

(5) 各列車は，現在いる区間の出口で接続する区間（以下，次区間という）が次の

条件をいずれも満たしたとき，次区間に進行できる。

① 次区間の信号機の表示が緑である。

② 次区間に進行すると，最終的には行先とする終着駅に到達できる。

(6) 次の二つの処理を繰り返し実行して各列車を進行させる。

① 路線を構成する全ての区間の信号機それぞれについて，区間内に列車がいる

ときは表示を赤に，列車がいないときは表示を緑にする。

② 路線を構成する全ての区間それぞれについて，次の処理を行う。

（ア） 終着駅を出口とする区間に列車がいる場合は，（4）に従って列車を進行さ

せ，路線上から取リ除く。

（イ） （ア）で述べた以外の区間に列車がいる場合は，（5）に従って進行できる列

車を進行させ，進行した区間の信号機の表示を赤にする。

＇ 

〔プログラム 1の説明〕

(1) 構造体 block_i nfoは，鉄道模型の区間を表現する。

struct block_info { 

struct train_info* train; 

struct block_info* next[2]; 

int signal; 

} ; 

train : 区間内にいる列車を表現した，構造体 trai n_i nfoへのポインタであ

る。区間内に列車がいないとき， NULLを設定する。
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next : 次区間を表現した，構造体 block_i nfoへのポインタを格納する配列

（配列の大きさは 2)である。終着駅を出口とする区間では，いずれ

の要素にも NULLを設定する。次区間が一つしかなければ，そのポイ

ンタは最初の要素に設定し，2番目の要素には NULLを設定する。

signal : 信号機に表示する色を示す。次のいずれかの定数値をとる。

RED 表示は赤

GREEN 表示は緑

(2) 構造体train_infoは，鉄道模型の列車を表現する。

struct train_info { 

int number; 

struct block_info* dest; 

} ; 

number : 列車の番号である。

dest : 列車の終着駅を出口とする区間を表現した，構造体 block_infoへの

ポインタである。

(3) 関数 set_signalsの仕様は，次のとおリである。

機能： 全ての区間の信号機それぞれについて，区間内に列車がいるときは表

示を赤に，列車がいないときは表示を緑にする。

引数：

〔プログラム 1〕

blocks 

nblocks 

#include <stddef.h> 

#define RED (0) 

#define GREEN (1) 

struct train_info { 

int number; 

全ての区間を表現した，構造体 block_i nfoの配列

blocksの要素数

struct block_info* dest; 

} ; 

struct block_info 
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struct train_info* train; 

struct block_info* next[2]; 

int signal; 

} ; 

void set_signals(struct block_info[], int); 

void set_signals(struct block_info blocks[], int nblocks) { 

Int I; 

struct block_info* block; 

for (i = 0; i < nblocks; i++) { 

block= &blocks[i]; 

if( ~ ) { 

block->signal = GREEN; 

｝ 

else { 

block->signal = RED; 

＇ 

設問 1 プログラム 1中のI ---Iに入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。

aに関する解答群

ア block->next[0]->train== NULL 

イ block->next[l]->train== NULL 

ウ block->next[0]->train== NULL 11 block->next[l]->train == NULL 

工 block->next[0]->train== NULL && block->next[l]->train == NULL 

オ block->signal== RED 

力 block->train== NULL 

キ block->train!= NULL 

設問 2 関数proceedは， 進行できる全ての列車を進行させるプログラムである。プ

ログラム 2中のI Iに入れる正しい答えを， 解答群の中から選べ。
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〔プログラム 2の説明〕

(1) 関数proceedの仕様は，次のとおリである。

機能 ： 全ての区間それぞれについて，進行できる列車がいるかどうかを判

引数：

定し，進行できると判定された列車を進行させる。終着駅を出口と

する区間にいる列車を進行させた場合，その列車を路線上から取リ

除く。出口で他の区間と接続する区間にいる列車を進行させた場合，

進行した区間の信号機の表示を赤にする。

blocks 

nblocks 

全ての区間を表現した，構造体 block_infoの配列

blocksの要素数

(2) 関数proceedから呼び出される関数 find_blockの仕様は，次のとおリである。

機能 ： 引数 blockで示す区間が，引数 destで示す区間に最終的に到達でき

る経路上にあるかどうかを判定する。

引数： block 判定対象の区間を表現した，構造体 block_infoへのポ

インタ

dest 列車の終着駅を出口と する区間を表現した，構造体

b lock_i nfoへのポインタ

返却値 ： 到達できるとき， 1

到達できないとき， 0

〔プログラム2)

#include <stddef.h> 

void proceed(struct block_info[J, int); 

int find_block(struct block_info*, struct block_info*); 

void proceed(struct block_info blocks[], int nblocks) { 

int i, j; 

struct block_info* block; 

for (i = nblocks -1; i >= 0; i--) 

block= &blocks[i]; 

if (block->train == NULL) 

continue; 

lf([ ) 

block->train = NULL; 

continue; 
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for (j = 0; jく2; jt+) { 

if (block->next[j] == NULL) 

continue; 

1f (block->next[j]->signal == RED) 

continue; 

if (find_block(block->next[j], block->train->dest) == 1) { 

block->next[j]->train = block->train; 

block->next[j]->signal = RED; 

block->train = NULL; 

［； ＇ 
int find_block(struct block_info* block, struct block_info* dest) 

Int I; 

if (block== dest) { 

return 1; 

for (i = 0; iく 2;i++) { 

if (block->next[i] == NULL) 

continue; 

if (fi nd_block(「~) == 1) { 

return 1; 

return 0; 

bに関する解答群

ア block→•t ra i n-〉des t == NULL 

ウ block==block->train->dest 

イ block->train->dest!= NULL 

工 block!= block->train->dest 

cに関する解答群

ア break イ continue ウ return
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dに関する解答群

ア dest, block イ dest, block->next[i] 

ウ block, dest 工 block, block->next[i] 

オ b lock->next[ i ], dest 力 block->next[i], block 

設問 3 図 1に示した鉄道模型の路線構成及び列車位置を表現した，構造体

＇ 
b lock_i nfoの配列を第 1引数とし，その要素数 9を第 2引数として，プログ

ラム 3を実行した。プログラム 3の実行が終了したときの状態について述べた

次の記述中の［こここコ に入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。ここ

で， blocks[n]は区間 nを示す。

（プログラム 3)

void start(struct block_info[], int); 

void. start (st ruct block_ i _nfo blocks[], int nb locks) { 

Int I; 

set_s i gna ls(b locks, nb locks); 

for (i = 0; i < 4; i++) { 

proceed(b locks, nb locks); 

set_s i gna ls(b locks, nb locks); 

列車 4がいるのは区間［こここコ である。また，区間［こここコ の出口

で接続する区間は|~o

eに関する解答群

ア 0 イ 2 ウ 3 エ 7

fに関する解答群

ア 一つあ リ，その信号機は緑を表示している

イ 一つあリ，その信号機は赤を表示している

ウ 二つあリ，それらの信号機はいずれも緑を表示している

工 二つあ リ， それらの信号機はいずれも赤を表示している

才 二つあリ，それらの信号機は， 一方が緑を， もう一方が赤を表示している
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選択した問題は，選択欄の通じをマークしてください。マークがない場合は，採点され

ません。

問 10 次の COBOLプログラムの説明及びプログラムを読んで，設問 1~3に答えよ。

〔プログラムの説明〕

従業員の社内資格の保有状況を管理するプログラムである。

情報サービス企業である P社には社内資格として資格 l~4があり，従業員に取得

を奨励している。社内資格を取得するための試験（以下，資格試験という）は定期的

に実施しており，全従業員の保有状況を保有資格ファイルで管理する。 P社の事業年

度は 4月から翌年 3月までであリ ，上期 (4月～ 9月）と下期 (10月～翌年 3月）の

2期から成る。資格試験に合格した従業員の情報は合格ファイルに 1期分を蓄積する。

上期の合格者を蓄積した合格ファイルは 10月初めに，下期の合格者を蓄積した合格

ファイルは 4月初めにプログラムを実行して，保有資格ファイルに反映する運用であ

る。従業員は， 合格した資格試験を再度受験することはない。

＇ 
(1) 保有資格フ ァイルは，図 1に示すレコード様式の索引ファイルであリ， 全従業

員の レコードが格納されている。主キーは従業員番号である。プログラムでは，乱

呼出し法で入出力 している。

従業員番号

8桁 1 門]| 門:f2 | り]f3 1 門い
図 1 保有資格フ ァイルのレコー ド様式

保有状況

資格 1~4には，従業員番号で示される従業員が各資格試験に合格した日付とし

て，西暦の年，月，日が，それぞれ 4桁， 2桁， 2桁で格納されている。合格して

いない場合には， 0が格納されている。

(2) 合格ファイルは，図 2に示すレコード様式の順ファイルであリ， 資格試験に合

格した従業員のレコードが格納されている。同じ従業員が複数の資格試験に合格し

た場合は，合格した資格試験ごとにレコードが格納されている。レコードは，順序
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不同で格納されている。

従業員番号 1 資格種別
8桁 1桁

合格日

8桁

図 2 合格ファイルのレ コー ド様式

① 資格種別には，合格した資格試験を表す値が，資格 1は 1で，資格 2は2で，

資格3は3で，資格 4は4で格納されている。

② 合格日には，合格した日付として，西暦の年，月，日が，それぞれ 4桁，2桁，

2桁で格納されている。

,

9
 

(3) 保有資格ファイルには，合格ファイルの従業員番号で示される従業員のレコー ド

が必ず存在する。

（プログラム〕

（行番号）

1 DATA DIVISION. 

2 FILE SECTION. 

3 SD SRT-FILE. 

4 01 SRT-REC. 

5 02 SRT-NO 

6 02 SRT-CD 

7 02 SRT-DATE 

8 FD QLF-F ILE. 

9 01 QLF-REC. 

PIG X(8). 

PIG 9(1). 

PIG 9(8). 

10 02 QLF-NO PIG X(8). 

11 02 QLF-INF. 

12 03 QLF-DATE PIG 9(8) OCCURS 4. 

13 FD PAS-FILE. 

14 01 PAS-REC. 

15 02 PAS-NO PIG X(8). 

16 02 PAS-CD PIC 9(1). 

17 02 PAS-DATE PIG 9(8). 

18 WORKING-STORAGE SECTION. 

19 77 SRT-FLAG PIG X(l) VALUE SPACE. 

20 88 SRT-EOF VALUE "E". 

21 77 CR-NO PIG X(8) VALUE SPACE. 
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22 PROCEDURE DIVISION. 

23 MAIN-PROC. 

24 OPEN I -0 QLF-F ILE. 

25 SORT SRT-FILE ASCENDING KEY SRT-NO 

26 USING PAS-FILE 

27 OUTPUT PROCEDURE IS RET-PROC. 

28 CLOSE QLF-FILE. 

29 STOP RUN. 

30 RET-PROC. 

31 PERFORM TEST BEFORE UNTIL SRT-EOF 

32 

33 

34 

35 END-RETURN 

36 END-PERFORM. 

37 UPD-PROC. 

38 I F | b 

39 PERFORM WRI-PROC 

40 MOVE SRT-NO TO QLF-NO 

41 READ QLF-FILE END-READ 

42 MOVE QLF-NO TO CR-NO 

RETURN SRT-FILE AT END SET SRT-EOF TO TRUE 

l a 
NOT AT END PERFORM UPD-PROC 

] THEN 

＇ 
43 

44 

END-IF. 

I c
 45 WRI-PROC. 

46 IF CR-NO NOT= SPACE THEN 

47 REWRITE QLF-REC 

48 END-IF. 

・
 

．． 

設問 1 プログラム中のI Iに入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。

aに関する解答群

ア MOVESPACE TO CR-NO 

ウ PERFORMWRI-PROC 

bに関する解答群

ア CR-NO=SPACE 

ウ SRT-NO= SPACE 

イ PERFORMUPD-PROC 

工 REWRITEQLF-REC 

イ SRT-NO= CR-NO 

工 SRT-NONOT= CR-NO 
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cに関する解答群

ア MOVEQLF-DATE(SRT-CD) TO QLF-DATE(SRT-CD + 1) 

イ MOVESRT-DATE TO QLF-DATE(SRT-CD) 

ウ MOVESRT-NO TO QLF-DATE(SRT-CD) 

工 MOVEZERO TO QLF-DATE(SRT-CD) 

＇ 

設問2 p社では，社内資格を四つ全て取得した従業員を表彰している。合格ファイ

ルの内容を保有資格ファイルに反映するとき，新たに表彰の対象となった従業

員の従業員番号を表示するようにプログラムを変更する。表 1中の

［ニニコに入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。

表 1 プログラムの変更内容 1

処置 変更内容

行番号21と22の間 77 W-CNT PIG 9(4). 

に追加

I d | PERFORM VARYING W-CNT FROM 1 BY 1 

に追加 UNTIL W-CNT〉4OR QLF-DATE(W-CNT) = ZERO 

CONTINUE 

END-PERFORM 

IF I e I THEN 

DISPLAY "EMPLOYEE-NO:" QLF-NO" COMPLETE" 

END-IF 

dに関する解答群

ア 行番号 33と34の間 イ 行番号35と36の間

ウ 行番号 42と43の間 工 行番 号 46と47の間

eに関する解答群

ア QLF-DATE(CR-NO) = ZERO イ QLF-DATE (W-CNT) = ZERO 

ウ QLF-INF NOT= ALL ZERO 工 W-CNT〉4
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設問3 プログラムを表 2に示すとおリに変更して，通常の運用どおリ 10月初めに

実行した。行番号 28と29の間に追加した DISPLAY文によって表示される内

容に関する説明として適切な答えを，解答群の中から選べ。ここで，プログラ

ムは設問 2の変更を行う前のものとする。また，対象となる従業員の数は，

10,000未満である。

表 2 プログラムの変更内容 2

処置 変更内容

行番号18と19の間 01 W-LIC. 

に追加 02 W-NUM PIG 9(4) OCCURS 4 VALUE ZERO. 

行番号28と29の間 DISPLAY W-NUM(1) ", "W-NUM(2) ", "W-NUM(3) ", "W-NUM(4). 

に追加

行番号44と45の間 ADD 1 TO W-NUM (SRT -CD). 

に追加 ＇ 解答群

ア 当該事業年度の上期に，各資格試験に合格した従業員の数

イ 当該事業年度の上期に，各資格試験を受験した従業員の数

ウ 当該事業年度の上期までに，各資格試験に合格した従業員の数

工 当該事業年度の上期までに，各資格試験に合格していない従業員の数
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選択した問題は，選択欄の項じをマークしてください。マークがない場合は，採点され

ません。

問 11 次のJavaプログラムの説明及びプログラムを読んで，設問 1,2に答えよ。

(Javaプログラムで使用する APIの説明は，この冊子の末尾を参照してください。）

〔プログラムの説明〕

図 1のように，文書の書式を表すひな形に置換表を適用して，出力文書を得るプロ

グラムである。

ひな形

く名前〉様

く名前＞様のお買上げ明細は次のとおりです。

く明細＞

箇換表

＂名前＂：［＂情報太郎＂］，

＂明細＇’：["メモリ； 5,000円＂，

"HDD; 9,000円’'],

適用 1’'合計":["14,000"] 

← 

＇ 
合計；く合計＞円

出力文書 ↓出力

情報太郎様

情報太郎様のお買上げ明細は次のとおりです。

メモリ； 5,000円

HOD; 9,000円

合計； 14,000円

図 1 ひな形に置換表を適用して出力文書を得る例

(1) ひな形は， 0個以上の置換指示と， 0個以上のそのまま出力される置換指示以外

の部分が連なるテキストである。

置換指示は，キー名称をくと〉で囲ったものである。ひな形中で，くと〉は，置

換指示としてキー名称を囲う用途にだけ使用できる。
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(2) 置換表は，キー名称とこれに対応する文字列の並びとの組みを一つ以上記述し

たテキストであり，それぞれの組みは，次の形式で記述する。

’'キー名称”：［文字列の並び］

組みを二つ以上記述するときは，コンマで区切る。

文字列の並びには，置換に用いる文字列（以下，置換用文字列という）を二重引

用符で囲んだものを一つ以上記述する。置換用文字列を二つ以上記述するときは，

コンマで区切る。例えば，置換用文字列が二つである場合は，次の形式で記述する。

”キー名称'’:[’'置換用文字列’',’'置換用文字列’']

(3) ひな形に置換表を適用すると，ひな形中のくキー名称＞は，次の規則に従って置

換される。

① 置換表のキー名称に対応する文字列の並びに含まれる置換用文字列が一つだけ

のときは，その置換用文字列で置換される。

② 置換表のキー名称に対応する文字列の並びに含まれる置換用文字列が二つ以上

あるときは，各置換用文字列の間に改行を挟んだ上で，並び順に連結してできる

文字列で置換される。

図 1の例では，置換表中のキー名称 名前に対応する文字列の並びに含まれる置

換用文字列は情報太郎だけなので，ひな形中のく名前〉は，情報太郎に置換され

る。

置換表中のキー名称明細に対応する文字列の並びには，置換用文字列と して

メモリ； 5,000円と HDD;9,000円とが含まれるので，ひな形中のく明細＞は，

メモリ ；5,000円＆HDD;9,000円 （＆は改行）に置換される。

＇ 

このプログラムでは，ひな形を， 0個以上の置換指示と 0個以上の置換指示以外の

部分が連なる文字ストリームとして扱う。個々の置換指示及び個々の置換指示以外の

部分をフラグメントと呼ぶ。

インタフェース Fragmentは，フラグメントを表す。

クラス Replacerは，置換指示を表す。

クラス PassThroughは， 置換指示以外の部分を表す。
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クラス TemplateParserのメソッドparseは，ひな形を表す文字ストリームからフ

ラグメントのリストを構築し，クラス Templateのインスタンスを生成して返す。ひ

な形に誤リはないものとする。

クラス Templateは，ひな形をフラグメントのリストとして保持する。メソッド

applyは，ひな形に置換表を適用して，出力文書を文字列で返す。置換表には，この

ひな形に含まれるキー名称とそれに対応する文字列の並びが含まれているものとする。

クラス ReplacementTableParserのメソッドparseは，置換表を表す文字ストリー

ムから，キー名称とそれに対応する文字列の並びのマップを構築して，返す。置換表

に誤リはないものとする（プログラムは省略）。

クラス TemplateTester はテスト用のプログラムである 。テキストファ イル

template.txtが図 1のひな形と同じ内容であって，テキストファイル

replacementTable.txtが図 1の置換表と同じ内容であると き，実行結果は図 1の出

カ文書と同じになる。

＇ 
〔プログラム 1〕

import java.util.List; 

import java.util.Map; 

public interface Fragment 

String replace(Map<Str i ng, L ist<Str i ng≫ tab le); 

〔プログラム 2〕

import java.util.List; 

import java.utiし． Map;

public class Replacer ~ Fragment 

final String key; 

Replacer(CharSequence cs) {key= cs.toString();} 

public String rep lace(Map<St ring, Li st<St ring≫ tab le) 

return String.join("¥n", table.get(key)); 
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〔プログラム 3〕

import java.util.List; 

import java.util.Map; 

public class PassThrough C u  Fragment { 

final String str; 

PassThrough(CharSequence cs) { str = cs.toString();} 

public String replace(Map<String, List<String≫ table) 

return str; 

〔プログラム 4)

import j ava. i o. IOExcept ion; 

import java. io.Reader; 

import java.uti l.Arraylist; 

import java. ut i l. List; 

public class TemplateParser { 

static public Template parse(Reader reader) throws IOException 

StringBui lder buf = new StringBui lder(); 

List<Fragment〉 fragmentlist= new Arraylist<>O; 

int c; 

while ((c =reader.read())>= 0) 

switch (c) { 

case < : 

fragmentlist. add(new rr=]); 

buf = new StringBui lder(); 

break; 

case'>': 

fragmentlist.add(newこ二ニ］）； 

buf = new StringBui lder(); 

break; 

＇ 

default : 

buf.append((char) c); 

a: 

fragmentlist.add(new PassThrough(buf)); 

returnD::=J; 

-59 -



〔プログラム 5〕

import java.util.List; 

import java. uti l.Map; 

public class Template { 

Li st<F ragment> fragmentL i st; 

Template(List<Fragment> fragmentList) { 

this.fragmentList = fragmentList; 

public String apply(Map<String, List<String≫ table) 

StringBui lder sb = new StringBui lder(); 

for (Fragment fragment : fragmentlist) { 

sb.append(fragment. replace（亡ニコ））； 

return. sb. toStr ing(); 

＇ 
〔プログラム 6〕

import java. io. Fi leReader; 

import java. io. IOException; 

import java.io.Reader; 

import java. ut i l. List; 

import java.util.Map; 

public class TemplateTester 

public static void main(String... args) throws IOException 

try ( 

Reader tReader = new Fi leReader("temp late. txt"); 

Reader rReader = new Fi leReader("replacementTable. txt") 

） ｛ 

Template template= TemplateParser.parse(tReader); 

Map<St ring, Li st<St ring≫ tab le = 

ReplacementTableParser.parse(rReader); 

System.out.print(template.apply(table)); 
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設問 1 プログラム中のI Iに入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。

aに関する解答群

ア extends イinterface ウimplements 工throws

b, Cに関する解答群

ア Fragment(buf)

エ PassThrough(c)

イ Fragment(c)

オ Replacer(buf)

ウ PassThrough(buf)

カ Replacer(c)

dに関する解答群

アfragmentli st 

ウ newTemplate(fragmentlist) 

イ newTemplate(buf) 

エ newTemplate(reader) 

eに関する解答群

ア fragment

ウ sb

イfragmentlist

エ table

設問2 次の記述中のI |に入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。

くと〉は， 置換指示としてキー名称を囲う用途以外では，ひな形中で使用す

ることができない。そこで，これらの文字を他の用途でも使用できるように，

次の 2行をプログラム 4のクラス TemplateParserのaの位置に挿入した。こ

れによって，＼に続く 1文字 （＼が複数個連続するときは奇数個目に続く 1文

字）は，置換指示以外の部分やキー名称の一部として扱われる。ここで，続く

1文字は必ず読めるものとする。

＇ 
9 9 

case'¥ ¥': 

にニコ；

fに関する解答群

ア break

イ buf.append((char)c) 

ウ buf.append((char)c); break 

工 buf.append((char) reader. read()) 

オ buf.append((char) reader. read()); break 
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選択した問題は，選択欄の⑱じをマークしてください。マークがない場合は，採点され

ません。

問 12 次のアセンブラプログラムの説明及びプログラムを読んで，設問 1,2に答えよ。

ー

〔プログラムの説明〕

1970年 1月 1日（以下，基準日という）から，指定された日付までの日数を求め

る副プログラム群である。日付は，全て西暦（グレゴリオ暦）の日付であり，基準日

以降でなければならない。

(1) プログラム 1は，基準日から指定された日付までの日数を計算する副プログラ

ム DAYOFFSTである。日付は， GR2に設定されたアドレスから始まる連続した 3語

に年，月，日を表す数値でこの順に格納され，誤リはないものとする。基準日を 0

日目とし，指定された日付までの日数を，符号のない数値 (O~65535) として GR0

に設定して呼出し元に戻る。ただし，日付は碁準日から 65535日目までの日付で与

えられる。

(2) プログラム 2は，うるう年を判定する副プログラム LEAPYEARである。 GR2に設

定された年が平年の場合は 0を，うるう年の場合は 1を，GR0に設定して呼出し元

に戻る。年が平年であるか，うるう年であるかの判定は，次の順に行う。

① 年が4で割り切れない場合，平年とする。

② 年が4で割リ切れ，かつ 100で割り切れない場合，うるう年とする。

③ 年が400で割リ切れる場合，うるう年とする。

④ ①～③のいずれでも決定しなかった場合，平年とする。

(3) 副プログラム DIVISIBLは， GR2に設定された整数値が GR3に設定された整数値

で割リ切れる場合は 1を，割リ切れない場合は 0を， GR0に設定して呼出し元に戻

る。プログラムのソースコードは，省略する。

(4) 各副プログラムから戻るとき，汎用レジスタ GRl~GR7の内容は元に戻す。
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〔プログラム 1〕

（行番号）

1 DAYOFFST START 

2 RPUSH 

3 LD GR5,0,GR2 ; GR5:年

4 LD GR3, 1,GR2 ; GR3:月

5 LD GR1,2,GR2 ; GRl:日

6 SUBL GRl,=1 GR1で日数をカウント

7 | a 

8 ADDL GR1,-1,GR4; 1月1日からの日数（平年）を求める， CPA GR3,=3 月が3月以降のときうるう年を考慮

10 JMI SKIP 

11 LD GR2,GR5 

12 CALL LEAPYEAR 

13 ADDL GR1,GR0 

14 SKIP LD GR2,=1970 ; 1970年から（年ー1)年までの間 （ただし，

15 LOOP CPA GR2,GR5 ；年＞1970), 1年の日数を加算

16 I b I 
17 CALL LEAPYEAR 

18 ADDL GR0,=365 

19 ADDL GR1,GR0 

20 ADDA GR2,=1 

21 JUMP LOOP 

22 BREAK LD GR0,GR1 

23 EXIT RPOP 

24 RET 

25; ACCMDAYSは，平年の各月1日の1月1日からの日数 (1月1日は0日目）

26 ACCMDAYS DC 0,31,59,90, 120,151,181,212,243,273、304,334
27 END ＇ （プログラム2)

（行番号）

1 LEAPYEAR START 

2 RPUSH 

3 SUBA GR0,GR0 

4 LD GR3,GR2 

5 AND GR3,=3 

6 I C 

7 LD GR3,=100 

8 CALL DIVISIBL ， l d 
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＇ 

10 

11 

12 

13 FIN 

14 

15 

JNZ 

LD 

CALL 

RPOP 

RET 

END 

FIN 

GR3,=400 

DIVISIBL 

設問 1 プログラム中の[ /□□―lに入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。

aに関する解答群

ア LAD GR4,ACCMDAYS イ LAD GR4,ACCMDAYS,GR3 

ウ LAD GR4,ACCMDAYS,GR5 工 LD GR4,ACCMDAYS 

オ LD GR4,ACCMDAYS,GR3 力 LD GR4,ACCMDAYS,GR5 

bに関する解答群

ア JMI BREAK イ JNZ BREAK ウ JOV BREAK 

工 JPL BREAK 才 JUMP BREAK 力 JZE BREAK 

cに関する解答群

ア JMI FIN イ JNZ FIN ウ JOV FIN 

工 JUMP FIN オ JZE FIN 

dに関する解答群

ア AND GR0,=#FFFE イ AND GR0, =1 ウ OR GR0,=#FFFE 

工 OR GR0,=1 才 XOR GR0,=#FFFE 力 XOR GR0, =1 
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設問2 次の記述中の［口□□□lに入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。

副プログラム DAYOFFSTに基準日から 65536日目以降 32767年 12月 31日

までの日付を与えた場合には，あふれが発生し，正しい結果を返すことができ

ない。あふれが発生したことを呼出し元に通知するために，フラグレジスタ

FRの OFが 1の状態で呼出し元に戻るようにしたい。このためには，プログ

ラム 1の行番号 ―;  __  |の行の直後に |_[__  l命令を挿入し，ラベル

EXITの行に分岐する必要がある。

eに関する解答群

ア 8 イ 13 ウ 18 エ 19 オ 20

fに関する解答群

アJMI イJNZ ウJOV 工JPL オJZE

＇ 
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選択した問題は，選択欄の⑱じをマークしてください。マークがない場合は，採点され

ません。

問 13 次の表計算のワークシート及びマクロの説明を読んで，設問 1~3に答えよ。

〔表計算の説明〕

z社は，店舗の窓口で自社商品に関する諸手続のサービスを行っている。来店した

顧客が受付機のボタンを押すと， 1から始まる連番の受付番号を記した受付票が発行

される。窓口では，受付番号の順に担当者が PCを用いて業務処理用サーバ（以下，

業務サーバという）の機能を利用しながらサービスを行う。最近，顧客へのアンケー

トで“待ち時間が長い”との意見が増えたので，表計算ソフトを用いて待ち時間の状

況などを分析することにした。

なお，本問において，関数“条件付個数’'は，セル範囲に含まれる空白セルでない

セルのうち検索条件の記述で指定された条件を満たすセルの個数を返す。

〔ワークシート：来店状況〕

業務サーバには，顧客に対して行ったサーピスに関するデータが受付番号ごとに記

録される。この記録から分析に必要なデータを得るために，ある 1日のデータを業務

サーバから抽出，加工して，ワークシート“来店状況”に入力した。ワークシート

“来店状況”の例を，図 1に示す。

＇ 

A B C D E F G H I J 

1 窓口数 3 

受付 受付 サービ 窓口 開始 サーピ 終了 待ち 待ち 待ち時
2 

番号 時刻 ス種別 番号 時刻 ス時間 時刻 時間 人数 間順位

3 1 10:02 A 1 10:02 0:14 10:16 0:00 

゜
78 

4 2 10:08 A 2 10:08 0:13 10:21 0:00 

゜
79 

5 3 10:13 C 3 10:13 0:22 10:35 0:00 

゜
80 

109 110 18:52 B 1 19:55 0:09 20:04 1:03 13 38 

110 
： 

252 

図 1 ワークシート“来店状況’'の例
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(1) 列 A~Fの行 3以降に，業務サーバから抽出した，受付票の発行後にサービスを

受けた顧客（以下，窓口利用者という）のデータが入力されている。

データは，一つの受付番号に関するものが 1レコードとして同一行に入力され，

受付番号の昇順に整列されている。データの件数は 5件以上 250件以下であリ，最

後のデータが入力された行よりも下の行の各セルには空値が格納されている。

(2) 業務サーバは，時間を分の単位の整数値で保持し，時刻を午前 0時 00分からの

経過分数として保持する。時間及び時刻の計算にはこの整数値を用いる。時間及び

時刻は， hh:mm（時：分）の形式で表示する。

(3) 列 Aの受付番号は受付票に記された番号であリ，列 Bの受付時刻はその受付票

が発行された時刻である。受付機による受付票の発行は 10時 00分になると同時に

開始し， 19時00分になると同時に終了する。

(4) 列 Cのサービス種別は，窓口利用者に対して行ったサービスの種別であリ， A,

B, Cの三つがある。全てのサービスは， 1日に 1回以上利用される。

(5) 列 D の窓口番号は，サービスを行った窓口の番号である。窓口は三つあリ，そ

れらの窓口番号は 1,2, 3である。どの窓口でも全ての種別のサービスを行ってい

る。

(6) 列 Eの開始時刻は窓口でサービスを開始した時刻，列 Fのサービス時間はサー

ビスに掛かった時間である。

(7) セル G3に，開始時刻にサービス時間を加えて終了時刻を求める次の式を入力し，

セルG4~G252に複写する。

IF(A3=null, null, E3+ F3) 

(8) セル H3に，受付時刻から開始時刻までの時間（以下，待ち時間という）を求め

る次の式を入力し，セルH4~H252に複写する。

IF (A3 =null, null, E3-B3) 

(9) セル I3に，当該行の受付番号よリも小さい受付番号をもつ窓口利用者のうち，

当該行の受付時刻にまだサービスが開始されていない人数（以下，待ち人数とい

う）を求める次の式を入力し，セル I4~I252に複写する。ここで，待ち時間が 0

の窓口利用者は，待ち人数に含めない。

IF(A3=null,null,=)  

(10) セルJ3に，列 Hの待ち時間の値を大きい順に順位付けしたときの当該行の順

＇ 
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位（以下，待ち時間順位という）を求める次の式を入力し，セルJ4~J252に複写

する。ここで，待ち時間の等しいデータが複数あるときは，受付番号の小さいデー

タを上位とする。

IF (A3= null, null，条件付個数(H$3:H$252,> H3) 
十条件付個数(H$3:H3,= H3)) 

設問 1 ワークシート‘‘来店状況’'に関する記述中の ［ここここ］ に入れる正しい答

えを，解答群の中から選べ。

aに関する解答群

ア 条件付個数(E3:E$252,> B3) 
ウ 条件付個数(E$3:E3,> B3) 
オ条件付個数(G3:G$252,<B3) 

イ 条件付個数(E$3:E3,<B3) 

エ条件付個数(G3:G$252,> B3) 
カ 条件付個数(G$3:G3,> B3) 

〔ワークシート：分析〕

ワークシート ‘‘来店状況”のデータを基に窓口利用者の状況を分析するために，ワ

ークシート‘‘分析”を作成し，セル A2~Dl2に“時間帯別分析”，セル F2~16に

“種別分析”，セル F9~114に“待ち時間分析（上位 5件）”の表を格納した。ワー

クシート“分析”の例を，図 2に示す。

＇ 

A B C D E F G H I 

1 時間帯別分析 種別分析

2 受付時間帯 受付 平均待 サービ
件数 構成比率

平均サー

3 から まで 人数 ち時間 ス種別 ビス時間

4 10:00 10:59 7 0:00 A 62 57.9% 0:14 

5 11:00 11:59 ， 0:00 B 29 27.1% 0:08 

6 12:00 12:59 ， 0:00 C 16 15.0% 0:24 

7 13:00 13:59 12 0:00 

g 14:00 14:59 18 0:14 待ち時間分析（上位 5件）

， 15:00 15:59 21 0:50 順位 受付番号 受付時刻 待ち時間

10 16:00 16:59 15 1:27 1 92 16:59 1:38 

11 17:00 17:59 ， 1:32 2 97 17:24 1:37 

12 18:00 18:59 7 1:17 3 99 17:34 1:37 

13 4 91 16:57 1:35 
l 

14 5 93 17:02 1:35 

図 2 ワークシート“分析’'の例
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設問2 ワークシート“分析”に関する次の記述中の［：~ に入れる正しい答

えを，解答群の中から選べ。

(1) 集計の区分を 1時間ごとの時間帯とし，セル A4~B12に，各時間帯の始

まリの時刻（毎時の 00分）と終わリの時刻（毎時の 59分）を上から順に入

力する。また，セル F4~F6にサービスの種別を，セル FlO~Fl4に待ち時

間の順位を示す数値 l~5を入力する。

(2) セル C4に，ワークシート‘‘来店状況”のデータから，受付時刻が当該行

の時間帯にあるデータの個数を求める次の式を入力し，セル C5~Cl2に複

写する。

b 
I 

(3) セル D4に，ワークシート“来店状況”のデータから，受付時刻が当該行

の時間帯にあるデータの待ち時間の平均値を求める式を入力し，セル D5~

Dl2に複写する。ここで，当該行の時間帯の受付人数が 0のときの待ち時間

の平均値は 0とする。

(4) セル G4に，ワークシート‘‘来店状況”のデータから，サービス種別が当

該行のサービス種別と一致するデータの件数を求める式を入力し，セル G5

~G6に複写する。また，セル H4に全サービス件数に対する当該行の件数

の構成比率を求める式を入力し，セルH5~H6に複写する。

(5) セル I4に，ワークシート“来店状況”のデータから，サービス種別が当

該行のサービス種別と一致するデータのサービス時間の平均値を求める次の

式を入力し，セル15~I6に複写する。

切捨て(| c |,0) 

(6) セル GlOに，ワークシート ‘‘来店状況”のデータから，待ち時間順位が

セル FlOの順位に該当するデータの受付番号を求める次の式を入力し，セ

ル Gll~Gl4に複写する。

d 

＇ 
(7) セル HlOに，ワークシート‘‘来店状況”のデータから，セル GlOの受付

番号に該当するデータの受付時刻を求める式を入力し，セル Hll~Hl4に複

写する。

＇ 
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(8) セル 110に，ワークシート‘‘来店状況”のデータから，セル GlOの受付

番号に該当するデータの待ち時間を求める式を入力し，セル Ill~114に複

写する。

bに関する解答群

ア 条件付個数（来店状況！B$3:B$252,> A4) 
一条件付個数（来店状況！B$3:B$252,> A5) 

イ 条件付個数（来店状況！B$3:B$252,> A4) 
一条件付個数（来店状況！B$3:B$252,> B4) 

ウ 条件付個数（来店状況！B$3:B$252,> B4) 
一条件付個数（来店状況！B$3:B$252,> A4) 

工 条件付個数（来店状況！B$3:B$252,<A4) 
一条件付個数（来店状況！B$3:B$252，;;£B4)

オ 条件付個数（来店状況！B$3:B$252，;;£B4)

一条件付個数（来店状況！B$3:B$252,<A4) 

cに関する解答群

ア 合計（来店状況！F$3:F$252)/ G4 * H4 

イ 条件付合計（来店状況！C$3:C$252,=F4，来店状況！F$3:F$252)/ G4 

ウ 条件付合計（来店状況！C$3:C$252,=F4，来店状況！F$3:F$252）／合計(G$4:G$6)

工 条件付合計（来店状況！F$3:F$252,=F4，来店状況！C$3:C$252)/ G4 

才 条件付合計（来店状況！F$3:F$252,=F4，来店状況！C$3:C$252）／合計(G$4:G$6)

力平均（来店状況！F$3:F$252)* H4 

＇ 
dに関する解答群

ア 照合検索(FlO，来店状況！A$3:A$252，来店状況！J$3:J$252)

イ 照合検索(FlO，来店状況！J$3:J$252，来店状況！A$3:A$252)

ウ 垂直照合（順位(FlO，来店状況！H$3:H$252,1），来店状況！A$3:J$252,1, 0) 

工垂直照合(FlO，来店状況！A$3:]$252, 10, 0) 

才 表引き（来店状況！A$3:A$252，順位(FlO，来店状況！H$3:H$252,1), 1) 

力 表引き （来店状況！J$3:J$252，照合一致（FlO，来店状況！A$3:A$252,0), 1) 
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〔マクロ ：queue_simulationの説明）

待ち時間の短縮策を検討するために，窓口数を変えたときのサービスを行う窓口の

窓口番号，開始時刻，終了時刻，待ち時間及び待ち人数の変化をシミュレーションす

るマクロ queue_simulationを作成し，ワークシート“来店状況’'に格納した。シミ

ュレーションに使う窓口数をワークシート “来店状況＂のセル Blに入力し，受付番

号，受付時刻，サービス種別及びサービス時間は，ワークシート‘‘来店状況”のセル

A3~F252の内容をそのまま用いる。窓口数として， 1~8を指定できる。

(1) 各窓口でサービスを受けている窓口利用者へのサービスが終了する時刻（以下，

前者終了時刻という）を格納する配列 end_tirneを用意する。配列 end_tirneの添字

の値 1~8は窓口番号の 1~8と対応する。各要素の初期値として 0を格納する。

(2) 処理する行（以下，処理行という）の位置を格納する変数 work_lineを用意し，

初期値を 1とする。

(3) ワークシート“来店状況＂の行 3のデータから処理を始め，全てのデータの処

理が終わるまで，①～④の処理を繰り返す。

① サービスを受ける窓口を決定するために，配列 end_tirneに格納されている前

者終了時刻の中で最小の値をもつ要素を探し，その添字の値を窓口番号として処

理行の列 Dのセルに格納する。ここで，前者終了時刻が等しい窓口が複数ある

ときは，窓口番号が最小の窓口を選択する。

② ①で求めた前者終了時刻の最小の値が処理行の列 Bの受付時刻よリも小さい

ときは受付時刻を，そうでなければ①で求めた前者終了時刻の最小の値を，開始

時刻として処理行の列 Eのセルに格納する。

③ ①で決定した窓口の前者終了時刻を更新するために，配列 end_tirneの当該窓

口に対応する要素に，処理行の列 Gの終了時刻を格納する。

④ 変数 work」ineに1を加える。 ー
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設問3 マクロqueue_simulation中の［ここここ］に入れる正しい答えを，解答群

の中から選べ。
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eに関する解答群

ア min_time< end_time[i] 
イ min_time< end_time[min_no] 

ウ min_timeく相対 (A2,work_line, 1) 

工 min_time> end_time[i] 

才 min_time> end_time[min_no] 

力 min_time>相対 (A2,work_line, 1) 

fに関する解答群

ア end_time[i]

ゥ

才 min_time

イ end_time[min_no]

工 minno 

ヵ workline 

gに関する解答群

ア end_time[min_no]← min_time

イ end_time[min_no]←相対 (A2,work_line, 4) 

ウ end_time[min_no]←相対 (A2,work_line, 6) 

工 end_ti me[work_ line]← min_time 

才 end_time[work」ine]←相対 (A2,work_line, 4) 

カ end_ ti me[wo rk_ line]←相対 (A2,work_line, 6) 

＇ 
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■Javaプログラムで使用する APIの説明

java.io 

public abstract class Reader 
文字ストリームを読み込むための抽象クラスである。

メソッド
----
public int read() 

単一の文字を読み込む。

戻リ値 ：読み込まれた文字（char値）をint型に変換した0から65535の範囲の値

ストリームの終わりに達した後は一1

例外： IOExcept ionー 入出カエラーが発生したとき

java. io 

public class Fi leReade r 

テキストファイルを読み込むためのクラスである。抽象クラスReaderを継承する。

コンストラクタ
ー・.--ー・・ ・疇ー ，

public Fi leReader(String fi leName) 

読込み元のファイルの名前を指定して，新しいFileReaderを作成する。

引数： f i leNameー 読込み元のファイルの名前

例外： Fi leNotFoundExcept ionー 指定されたファイルが存在しないなどの理由で開くこ

とができないとき。

Fi leNotFoundExceptionは，IOExceptionを継承する。

java. uti l 

public interface List<E> 
リスト（順序付けられたコレクシ ョン）のためのインタフェースを提供する。インタフェー

スIterable<E〉を継承する。

メソッド

public boolean add(E e) 

指定された要素をリストの最後に追加する。

引数： e -リストに追加する要素

戻 り値 ：true
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java. ut i l 

public class Arraylist<E> 
インタフェース Listの配列による実装である。

メソッドの説明は，インタフェース Listの項を参照。

コンストラクタ

-------•— public Arraylist() 

空のリストを作る。

java.util 

public interface Map<K, V> 

型 Kのキーに型 Vの値を対応付けて保持するインタフェースを提供する。各キーは，一つの

値としか対応付けられない。

メソッド
--------------------
public V get(Object key) 

指定されたキーに対応付けられた値を返す。このキーに対応付けられた値がなければ， null

を返す。

引数： keyー キー

戻リ値：指定されたキーに対応付けられた型 Vの値

このキーに対応付けられた値がなければ null

j ava. Lang 

public interface CharSequence 
char値のシーケンスを表すインタフェースを提供する。

j ava. Lang 

public class StringBui lder 

char値の可変のシーケンスを表す。インタフェース CharSequenceを実装する。

コンス トラクタ
---------------------------------------------------------------------

public StringBui lder() 

空のシーケンスを作る。

メソッド
---------------------------------------------------------------------

public Str i ngBu i lder append(char c) 

このシーケンスの末尾に，指定された char値を追加する。

引数： cー このシーケンスに追加する char値

戻リ値：このオブジェクトヘの参照
---------------------------------------------------------------------

public St r i ngBu i lder append (Char Sequence cs) 

このシーケンスの末尾に，指定された char値のシーケンスを追加する。

引数： CS ーこのシーケンスに追加する char値のシーケンス

戻り値：このオブジェクトヘの参照
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j ava. Lang 

public final class String 
文字列を表す。インタフェース CharSequenceを実装する。

メソッド
---------------------------------------------------------------------

public static String join(CharSequence delimiter, 

Iterable<? extends CharSequence〉elements)

elementsで指定された反復子が返す全ての char値のシーケンスを，間に delimiterで指定

された char値のシーケンスを挟んだ上で連結し，そこに含まれる全ての char値を順に並べた

文字列を返す。

例えば， delimiterが文字列＂： ：＂で， elementsが三つの文字列 "abc","def", "ghi’'を順

に返す反復子であるとき，このメソッドは文字列 "abc::def: :ghi"を返す。

elementsが一つもシーケンスを返さないときは， 空文字列を返す。elementsが返すシーケン

スが一つだけのときは，そのシーケンスに含まれる全ての char値を，順に並ぺた文字列を返す。

引数： delimiter - elementが返すシーケンスを連結する際に間に挟む char値のシーケ

ンス

elements一 連結対象のchar値のシーケンスを返す反復子

戻リ値：連結したシーケンスに含まれる全ての char値を順に並べた文字列
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■アセンブラ言語の仕様

1. システム COMETIIの仕様

1. 1 ハードウェアの仕様

(1) 1語は 16ビットで，そのビット構成は，次のとおリである。

上位 8ピット

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 

］ 
に 符号 （負： 1, 非負： O)

(2)主記憶の容量は65536語で，そのアドレスは 0~65535番地である。

(3)数値は， 16ビットの 2進数で表現する。負数は， 2の補数で表現する。

(4)制御方式は逐次制御で，命令語は 1語長又は 2語長である。

(5) レジスタとして，GR(16ビット）， SP(16ビット）， PR(16ビッ ト）， FR (3ビッ

ト）の 4種類がある。

GR（汎用レジスタ， GeneralRegister)は， GR0~GR7の 8個があリ，算術，論理，

比較，シフトなどの演算に用いる。このうち， GRl~GR7のレジスタは，指標レジスタ

(index register)としてア ドレスの修飾にも用いる。

SP（スタックポインタ， StackPointer)は，スタックの最上段のアド レスを保持して

いる。

PR（プログラムレジスタ， ProgramRegister)は，次に実行すべき命令語の先頭アド

レスを保持している。

FR（フラグレジスタ， FlagRegister)は， OF(Overflow Flag), SF (Sign Flag), ZF 
(Zero Flag)と呼ぶ 3個のビットからなリ，演算命令などの実行によって次の値が設定さ

れる。これらの値は，条件付き分岐命令で参照される。

下位 8ピット

5 4 3 2 

ロ
引番卜ツピ,・,‘

 

.

l

』

゜

算術演算命令の場合は，演算結果が一32768~32767に収まらなくなったとき 1にな

OF リ，それ以外のとき 0になる。論理演算命令の場合は，演算結果が 0~65535に収まら

なくなったとき 1になリ，それ以外のとき 0になる。

SF 演算結果の符号が負（ビット番号15が1)のとき 1，それ以外のとき 0になる。

ZF 演算結果が零 （全部のビットがO)のとき 1，それ以外のとき 0になる。

(6)論理加算又は論理減算は，被演算データを符号のない数値とみなして，加算又は減算

する。

1. 2 命令
命令の形式及びその機能を示す。ここで，一つの命令コードに対し 2種類のオペランド

がある場合，上段はレジスタ間の命令，下段はレジスタと主記憶間の命令を表す。

命 令 ピロ］彗ンド
(1) ロード，ストア，ロードアドレス命令

命令の説明 三
ロ ド rl, r2 r1 ← (r2) 

LD 
LoaD r, adr [, x] r ← （実効ア ドレス）

〇＊1

ストア
STore 

ST r,adr [,x] 実効アド レス ← (r) 

ロ ドアドレス
Load ADdress 

LAD r,adr [,x] r ←実効アドレス
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(2) 算術，論理演算命令

算術加箕
ADDA 

r 1, r2 r1 ← (rl) + (r2) 

ADD Arithmetic r, adr [, x] r ← (r) +（実効アドレス）

論理加勾
ADDL 

rl, r2 rl ← (rl) +L (r2) 

ADD Logical r, adr [, x] r ← (r)九（実効アドレス）

゜算術減符 r 1, r2 r 1 ← (rl) - (r2) 

SUBt ract Arithmetic 
SUBA 

r, adr [, x] r ← (r)一（実効アドレス）

論理減算
SUBL 

rl, r2 rl ← (rl) -L (r2) 

SUBtract Logical r, adr [, x] r ← (r) -L （実効アドレス）

綸理積
AND 

r 1, r2 r 1 ← (rl) AND (r2) 

AND r,adr [,x] r ← (r) AND（実効アド レス）

諸理和
OR 

r 1, r2 r 1 ← (rl) OR (r2) 
〇*1

OR r, adr [, x] r ← (r) OR（実効アドレス）

排他的論理和
XOR 

r 1, r2 r 1 ← (rl) XOR (r2) 

eXcl us i ve OR r,adr [,x] r ← (r) XOR（実効アドレス）

(3) 比較演算命令

(r 1) と (r2), 又は（r) と（実効アドレ
rl, r2 ス）の算術比較又は論理比較を行い，比較

算術比較
CPA 

結果によって， FRに次の値を設定する。

ComPare Arithmetic 
比較結果

FRの値
r,adr [,x] SF ZF 

(rl) > (r2) 

゜゜
〇*1

r 1, r2 
(r) >（実効アドレス）

(rl) = (r2) 
論理比較

(r) =（実効アドレス） ゜
1 

CPL 
ComPare Logical 

r,adr [,x] (rl) < (r2) 
(r)く（実効アドレス）

1 

゜
(4) シフト演算命令

算術左シフト
SLA r, adr [, x) 

符号を除き（r) を実効アドレスで指定

Shift Left Arithmetic したビット数だけ左又は右にシフトする。

尊術右シフト
シフトの結果，空いたピット位置には，

SRA r, adr [, x] 左シフトのときは 0，右シフトのときは符
Shift Right Arithmetic 

号と同じものが入る。 〇*2

綸理左シフト
SLL r, adr [, x] 

符号を含み（r) を実効アドレスで指定

Shift Left Logical したビット数だけ左又は右にシフトする。

詮理右シフト
SRL r,adr [.x] 

シフトの結果，空いたピット位四には 0

Shift Right Logical が入る。

(5) 分岐命令

正分岐
JPL adr [,x] 

FRの値によって，実効アドレスに分岐す

Jump on Plus る。分岐しないときは，次の命令に進む。

負分岐
JMI adr [, x] 命令

分岐するときの FRの値

Jump on Minus OF SF ZF 

非零分岐 JPL 

゜゜Jump on Non Zero 
JNZ adr [, x] 

JMI 1 

JNZ 

゜
零分岐

Jump on ZEro 
JZE adr [, x] JZE 1 

オーバフロー分岐 JOV 1 

Jump on overflow 
JOV adr [, x] 

無条件分岐
JUMP adr [, x] 無条件に実効アドレスに分岐する。

uncond1t1onal JUMP 
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(6) スタック操作命令

プッシュ

PUSH 

ポップ

POP 

IPUSH adr [,x] 

IPOP 

SP ← (SP) - L 1, 

(SP)←実効アドレス

r ← ((SP)), 

SP ← (SP) +L  1 

(7) コール， リターン命令

コール
CALL subroutine 

リターン

RETurn from subroutine 

(8) その他

スーババイザコール

SuperVisor Call 

ノーオペレーション

No OPeration 

ICALL adr [,x] 

RET 

SVC adr [,x] 

NOP 

SP ← (SP) -L  1, 

(SP)← (PR), 

PR ←実効アドレス

PR ← ((SP)), 

SP ← (SP) +L  1 

実効アドレスを引数として割出しを行

う。実行後の GRとFRは不定となる。

何もしない。

注記 r, r 1, r2 いずれも GRを示す。指定できる GRはGR0~GR7

adr アドレスを示す。指定できる値の範囲は 0~65535

X 指標レジスタとして用いる GRを示す。指定できる GRはGR1~ GR7

［ ］内の指定は省略できることを示す。

（ ）内のレジスタ又はアドレスに格納されている内容を示す。

実効アド レス adrとxの内容との論理加算値又はその値が示す番地

← 演算結果を，左辺のレジスタ又はア ドレスに格納することを示す。

+L. - L 論理加算，論理減算を示す。

FRの設定 0 :設定されることを示す。

〇＊1:設定されることを示す。ただし， OFには 0が設定される。
〇＊2:設定される こと を示す。ただ し． OFにはレジスタから最後に送リ出

されたビットの値が設定される。

：実行前の値が保持されることを示す。

1. 3 文字の符号表

(1) JIS X 0201ラテン文字・ 片仮名用 8ビッ ト符号

で規定する文字の符号表を使用する。

(2)右に符号表の一部を示す。1文字は 8ビットか

らなリ，上位 4ビットを列で，下位 4ビットを行

で示す。例えば，間隔， 4, H, ¥のビット構成は，

16進表示で，それぞれ 20, 34, 48, 5Cである。

16進表示で， ビット構成が 21~ 7E（及び表では

省略している Al~DF)に対応する文字を図形

文字という。図形文字は， 表示（印刷）装置で，

文字として表示（印字） できる。

(3) この表にない文字とそのビット構成が必要な場

合は，問題中で与える。
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゜1 
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6 

7 

8 ， 
10 

11 

12 

13 

14 

15 

02 

間隔

！ 
" 
＃ 
＄ 
％ 

＆ 

＇ 
（ 

） 
＊ 

＋ 

＇ 

／ 

03 

゜1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 ， 
： 

＇ ＜ 
＝ 
〉

？ 

04 05 06 07 

＠ p p 
A Q a q 
B R b r 

C s C s 

D T d t 
E u e u 

F V f V 

G w ， w 

H X h X 

I Y l y 
J z j z 

K L k ｛ 
L ¥ l | 

M ］ m ｝ 
N 

＾ 
n 

゜ ゜



2. アセンプラ言語 CASLIIの仕様

2. 1 言語の仕様

(1) CASL IIは， COMETIIのためのアセンブラ言語である。

(2) プログラムは，命令行及び注釈行からなる。

(3) 1命令は 1命令行で記述し，次の行へ継続できない。

(4)命令行及び注釈行は，次に示す記述の形式で，行の 1文字目から記述する。

命 — ` ：コ□:£1~r1□言］［コメノト］］
注記［ ］ ［ ］内の指定が省略できることを示す。

｛ ｝ ｛ ｝内の指定が必須であることを示す。

ラベル その命令の（先頭の語の）アドレスを他の命令やプログラムから参照するための

名前である。長さは 1~8文字で，先頭の文字は英大文字でなければならない。

以降の文字は，英大文字又は数字のいずれでもよい。なお，予約語である GR0~

GR7は，使用できない。

空白 1文字以上の間隔文字の列である。

命令コード命令ごとに記述の形式が定義されている。

オペランド命令ごとに記述の形式が定義されている。

コメント 党え書きなどの任意の情報であリ，処理系で許す任意の文字を書くことができる。

2.2 命令の種類
命令は， 4種類のアセンブラ命令 (START,END, DS, DC), 4種類のマクロ命令(IN,

OUT, RPUSH, RPOP)及び機械語命令 (COMETIIの命令）からなる。その仕様を次に示す。

命令の種類 ラベル
命令

オペランド 機能
コード

プログラムの先頭を定義

START ［実行開始番地］
プログラムの実行開始番地を定義

ラベル 他のプログラムで参照する入口名

アセンプラ命令
を定義

END プログラムの終わリを明示

［ラベル］ DS 語数 領域を確保

［ラベル］ DC 定数［，定数］… 定数を定義

［ラベル］ IN 入力領域，入力文字長領域 入力装囲から文字データを入力

［ラベル］ OUT 出力領域出力文字長領域 出力装閥へ文字データを出力
マクロ命令 ［ラベル］ RPUSH GRの内容をスタックに格納

［ラベル］ RPOP スタックの内容を GRに格納

機械語命令 ［ラベル］ (「1.2 命令」を参照）

2.3 アセンプラ命令

アセンブラ命令は，アセンブラの制御などを行う。

(1) | START I ［実行開始番地］

START命令は，プログラムの先頭を定義する。

実行開始番地は，そのプログラム内で定義されたラベルで指定する。指定がある場合は

その番地から，省略した場合は START命令の次の命令から，実行を開始する。

また，この命令につけられたラベルは，他のプログラムから入口名として参照できる。
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(2) 巴
END命令は，プログラムの終わリを定義する。

(3) | DS I語数 I 
DS命令は，指定した語数の領域を確保する。

語数は， 10 進定数（~O)で指定する。語数を 0とした場合，領域は確保しないが，ラ

ベルは有効である。

(4) | DC 1 定数 [,定数］…

DC命令は，定数で指定したデータを（連続する）語に格納する。

定数には， 10進定数， 16進定数，文字定数，アドレス定数の 4種類がある。

定数の種類 告き方 命令の説明

10進定数 n 
nで指定した 10進数値を， 1語の 2進数データとして格納する。ただし， n

が一32768~32767の範囲にないときは，その下位 16ビットを格納する。

16進定数 #h 
hは4けたの 16進数 (16進数字は 0~9,A~F)とする。 hで指定した

16進数値を 1語の 2進数データとして格納する (0000~ h ~ FFFF)。

文字列の文字数(>0)分の連続する領域を確保し， 最初の文字は第 1語

の下位 8 ビットに， 2 番目の文字は第 2 語の下位 8 ピットに， • ••と順次文

文字定数 '文字列' 字データとして格納する。各語の上位8ビットには 0のビットが入る。

文字列には，間隔及び任意の図形文字を書くことができる。ただし，アポ

ストロフィ（＇）は 2個続けて書く。

アドレス定数 ラベル ラベルに対応するアドレスを 1語の 2進数データとして格納する。

2.4 マクロ命令

マクロ命令は，あらかじめ定義された命令群とオペランドの情報によって， 目的の機能

を果たす命令群を生成する（語数は不定）。

(1) | IN |入力領域入力文字長領域 I
IN命令は，あらかじめ割リ 当てた入力装置から， 1レコードの文字データを読み込む。

入力領域は， 256語長の作業域のラベルであリ，この領域の先頭から，1文字を 1語に

対応させて順次入力される。レコードの区切リ符号（キーボード入力の復帰符号など）は，

格納しない。格納の形式は， DC命令の文字定数と同じである。入カデータが 256文字に

満たない場合，入力領域の残リの部分は実行前のデータを保持する。入カデータが 256文

字を超える場合，以降の文字は無視される。

入力文字長領域は， 1 語長の領域のラベルであリ，入力された文字の長さ（~o) が 2
進数で格納される。ファイルの終わリ (endof file)を検出した場合は，ー1が格納される。

IN命令を実行すると， GRの内容は保存されるが， FRの内容は不定となる。

(2) | OUT I出力領域出力文字長領域 I
OUT命令は，あらかじめ割リ当てた出力装置に，文字データを， 1レコードとして書き

出す。

出力領域は，出力しようとするデータが 1文字 1語で格納されている領域のラベルであ

る。格納の形式は， DC命令の文字定数と同じであるが，上位 8ビットは， OSが無視する

ので0でなくてもよい。

出力文字長領域は， 1 語長の領域のラベルであリ ，出力しようとする文字の長さ（~ O) 
を2進数で格納しておく。

OUT命令を実行すると， GRの内容は保存されるが，FRの内容は不定となる。
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(3) 三
RPUSH命令は， GRの内容を， GR1,GR2, …,GR7の順序でスタックに格納する。

(4) | RPOP | 
RPOP命令は，スタックの内容を順次取リ出し， GR7,GR6,…,GR1の順序で GRに格納

する。

2.5 機械語命令

機械語命令のオペランドは，次の形式で記述する。

r, rl, r2 GRは，記号GR0~GR7で指定する。

X 指標レジスタとして用いる GRは，記号GR1~GR7で指定する。

adr アドレスは，10進定数，16進定数，アドレス定数又はリテラルで指定する。

2.6 その他

リテラルは， 一つの 10進定数， 16進定数又は文字定数の前に等号 （＝）を付けて

記述する。CASLIIは，等号の後の定数をオペランドとする DC命令を生成し，そ

のアドレスを adrの値とする。

(1) アセンブラによって生成される命令語や領域の相対位置は，アセンプラ言語での記述

順序とする。ただ し，リテラルから生成される DC命令は， END命令の直前にまとめて配

置される。

(2)生成された命令語，領域は，主記憶上で連続した領域を占める。

3. プログラム実行の手引

3. 1 OS 
プログラムの実行に関して，次の取決めがある。

(1)アセンブラは，未定義ラベル（オペランド欄に記述されたラベルのうち，そのプログ

ラム内で定義されていないラベル）を，他のプログラムの入口名 (START命令のラベ

ル）と解釈する。この場合，アセンプラはアドレスの決定を保留し，その決定を OSに任

せる。OSは，実行に先立つて他のプログラムの入口名 との連係処理を行いアドレスを決

定する （プログラムの連係）。

(2) プログラムは， OSによって起動される。プログラムがロードされる主記憶の領域は不

定とするが，プログラム中のラベルに対応するアドレス値は，OSによ って実アドレスに

補正されるものとする。

(3) プログラムの起動時に， OSはプロ グラム用に十分な容量のスタッ ク領域を確保し，そ

の最後のアドレスに 1を加算した値をSPに設定する。

(4) OSは， CALL命令でプログラムに制御を渡す。プログラムを終了し OSに制御を戻

すときは，RET命令を使用する。

(5) IN命令に対応する入力装置，OUT命令に対応する出力装置の割当ては，プログラムの

実行に先立って利用者が行う。

(6) OSは，入出力装置や媒体による入出力手続の違いを吸収し，システムでの標準の形式

及び手続（異常処理を含む）で入出力を行う。したがって，IN,OUT命令では，入出力

装置の違いを意識する必要はない。

3.2 未定義事項

プログラムの実行等に関し，この仕様で定義 しない事項は，処理系によるものとする。
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表計算ソフトの機能・用語（基本情報技術者試験用）

表計算ソフトの機能，用語などは，原則として次による。
[9 9 9 

なお，ワークシートの保存，読出し，印刷，罫線作成やグラフ作成など，ここで示す以外の機能

などを使用するときには，問題文中に示す。

1. ワークシート

(1) 列と行とで構成される升目の作業領域をワークシートという。ワークシートの大きさは 256

列， 10,000行とする。

(2) ワークシートの列と行のそれぞれの位置は，列番号と行番号で表す。列番号は，霰左端列の

列番号を Aとし， A,B, • ・・, Z, AA, AB, …, AZ, BA, BB, •• ・, BZ, ・・・, IU, IVと表す。

行番号は，最J::端行の行番号を1とし， L 2, ・・・, 10000と表す。

(3) 複数のワークシートを利用することができる。このとき，各ワークシートには一意のワーク

シート名を付けて，他のワークシートと区別する。

2. セルとセル範囲

(1) ワークシートを構成する各升をセルという。その位慨は列番号と行番号で表し，それをセル

番地という。

［例］列 A行 1にあるセルのセル番地は， Alと表す。

(2) ワークシー ト内のある長方形の領域に含まれる全てのセルの集まりを扱う場合，長方形の左

上端と右下端のセル番地及び“ :”を用いて，“左上端のセル番地 ：右下端のセル番地”と表す。

これを，セル範囲という。

［例］左上端のセル番地がAlで， 右下端のセル番地がB3のセル範囲は， Al:B3と表す。

(3) 他のワークシー トのセル番地又はセル範囲を指定する場合には，ワーク シート名と“ !”を

用い，それぞれ“ワークシート名！セル番地＂又は“ワークシート名！セル範囲＂と 表す。

［例］ワークシート‘‘シート1"のセルB5~GlOを，別のワークシートから指定する場合には，

シー トl!B5:G10と表す。

3. 値と式

(1) セルは値をもち，その値はセル番地によって参照できる。値には，数値，文字列，論理値及

び空値がある。

(2) 文字列は一重引用符“ '"で囲って表す。

［例］文字列 “A","BC’'は， それぞれ 'A','BC'と表す。

(3) 論理値の真をtrue,偽をfalseと表す。

（4) 空値をnullと表 し， 空値をもつセルを空白セルという。 セルの初期状態は， 空白セルとする。
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(5) セルには，式を入力することができる。セルは，式を評価した結果の値をもつ。

(6) 式は，定数，セル番地，演算子，括弧及び関数から構成される。定数は，数値，文字列，論

理値又は空値を表す表記とする。式中のセル番地は，その番地のセルの値を参照する。

(7) 式には，算術式，文字式及び論理式がある。評価の結果が数値となる式を算術式，文字列と

なる式を文字式，論理値となる式を論理式という。

(8) セルに式を入力すると，式は直ちに評価される。式が参照するセルの値が変化したときには，

直ちに，適切に再評価される。

4. 演算子

(1) 単項演算子は，正符号 ‘‘+'’ 及び負符号 ‘‘—’'とする 。

(2) 箆術演算子は，加算 ‘‘ 十＂，減 算 ‘‘-'’，乗算 “*'’， 除算 “/"及びべき乗“ ”̂とする。

(3) 比較演算子は，よリ大きい“＞＂，よリ小さい‘‘<’’，以上“こ”，以下“三”，等しい“= "

及び等しくない ‘‘ #”とする。

(4) 括弧は丸括弧“("及び‘‘)”を使う。

(5) 式中に複数の演算及び括弧があるときの計算の順序は，次表の優先順位に従う。

演算の種類 演算子 優先順位

括弧 （ ） 高

べき乗演算

単項演算 十一 I ， 

乗除演算 ＊， ／ 

加減演算 十一， 

比較演算 ＞，＜，こ，二，＝，＃ 低

5. セルの複写

(1) セルの値又は式を，他のセルに複写することができる。

(2) セルを複写する場合で，複写元のセル中にセル番地を含む式が入力されているとき，複写元

と複写先のセル番地の差を維持するように，式中のセル番地を変化させるセルの参照方法を相

対参照という。この場合，複写先のセルとの列番号の差及び行番号の差を，複写元のセルに入

力された式中の各セル番地に加算した式が，複写先のセルに入る。

［例］セルA6に式 Al+5が入力されているとき，このセルをセル B8に複写すると，セル B8

には式 B3+ 5が入る。

(3) セルを複写する場合で，複写元のセル中にセル番地を含む式が入力されていると き，そのセ

ル番地の列番号と行番号の両方又は片方を変化させないセルの参照方法を絶対参照という。絶

対参照を適用する列番号と行番号の両方又は片方の直前には “$”を付ける。

［例］セル Blに式＄A$1+ $A2 + A$5が入力されているとき，このセルをセル C4に複写す
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ると，セル C4には式＄A$1+ $A5 + B$5が入る。

(4) セルを複写する場合で，複写元のセル中に，他のワーク シートを参照する式が入力されてい

るとき，その参照するワークシートのワークシート名は複写先でも変わらない。

［例］ワークシート “シート2"のセルA6に式シート1!Alが入力されている とき，このセル

をワークシート‘‘シート3"のセル B8に複写すると，セル B8には式シート1!B3が入

る。

6. 関数

式には次の表で定義する関数を利用することができる。

書式 解 説

合計（セル範囲'))
セル範囲に含まれる数値の合計を返す。

［例］ 合計 (Al:B5)は，セルAl~B5に含まれる数値の合計を返す。

平均（セル範囲り） セル範囲に含まれる数値の平均を返す。

標本標準偏差（セ
セル範囲に含まれる数値を標本として計算した標準偏差を返す。

ル範囲内

母標準偏差（セル
セル範囲に含まれる数値を母集団として計算した標準偏差を返す。

範囲W
最大（セル範囲り セル範囲に含まれる数値の最大値を返す。

最小（セル範囲 l)) セル範囲に含まれる数値の最小値を返す。

IF（論理式，式1,
論理式の値がtrueのとき式 1の値を， falseのとき式2の値を返す。

［例］IF(B3> A4,'北海道 ',C4)は，セルB3の値がセルA4の値より大きい
式2)

とき文字列 ‘‘北海道＂を，それ以外のときセル C4の値を返す。

個数 （セル範囲） セル範囲に含まれるセルのうち，空白セルでないセルの個数を返す。

セル範囲に含まれるセルのうち，検索条件の記述で指定された条件を満たすセ

ルの個数を返す。検索条件の記述は比較演算子と式の組で記述し，セル範囲に

条件付個数（セル 含まれる各セルと式の値を，指定した比較演算子によって評価する。

範囲，検索条件の ［例l]条件付個数 (H5:L9,> Al)は，セルH5~L9のセルのうち，セルAl

記述） の値よリ大きな値をもつセルの個数を返す。

［例2]条件付個数 (H5:L9, ='A4')は，セルH5~L9のセルのうち，文字列

"A4"をもつセルの個数を返す。

算術式の値以下で最大の整数を返す。

整数部（算術式 ） ［例l]整数部 (3.9)は， 3を返す。

［例2]整数部 (-3.9)は， ー4を返す。

算術式1の値を被除数，算術式2の値を除数として除算を行ったときの剰余を

剰余（算術式l，算
返す。関数 ‘‘剰余”と‘‘整数部’'は，剰余 (x,y)= X - y *整数部 (x/ Y)と

いう関係を満たす。
術式2)

［例1]剰余 (10,3)は， 1を返す。

［例2]剰余（一10,3)は， 2を返す。

平方根 （算術式）
算術式の値の非負の平方根を返す。算術式の値は，非負の数値でなけれはなら

ない。

論理栢（論理式1, 論理式1，論理式2,・・・ の値が全てtrueのとき，trueを返す。それ以外のとき false

論理式2'...)勾 を返す。

論理和（論理式1, 論理式1，論理式2,・・・ の値のうち，少なくとも一つがUueのとき， mleを返す。

論理式2'...)勾 それ以外のとき falseを返す。

否定（論理式） 論理式の値がtrueのときfalseを，falseのと きtrueを返す。
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切上げ（算術式， 算術式の値を指定した桁位置で，関数‘‘切上げ’'は切リ上げた値を，関数“四捨

桁位置） 五入’'は四捨五入した値を，関数“切捨て’'は切リ捨てた値を返す。ここで，桁

四捨五入（算術 位閥は小数第 1位の桁を 0とし，右方向を正として数えたときの位置とする。

式，桁位図） ［例1]切上げ(-314.059,2)は，ー314.06を返す。

切捨て（算術式， ［例2]切上げ(314.059,-2)は， 400を返す。

桁位四） ［例3]切上げ（314.059,0)は， 315を返す。

式1，式2,…のそれぞれの値を文字列として扱い，それらを引数の順につない

結合（式1，式2,..・) 2) 
でできる一つの文字列を返す。

［例］結合（＇北海道','九州 ',123,456)は，文字列‘‘北海道九州123456"を返

す。

順位（算術式，セ セル範囲の中での算術式の値の順位を，順序の指定が0の場合は昇順で， 1の場

ル範囲11,1,釦茅の指 合は降順で数えて，その順位を返す。ここで，セル範囲の中に同じ値がある場合，

定） それらを同順とし，次の順位は同順の個数だけ加算した順位とする。

乱数（ ） 0以上 1未満の一様乱数（実数値） を返す。

表引き（セル範囲， セル範囲の左上端から行と列をそれぞれ1,2, …と数え，セル範囲に含まれ

行の位阻，列の位 る行の位閥と列の位置で指定した場所にあるセルの値を返す。

置） ［例］表引き (A3:Hll,2,5)は，セル E4の値を返す。

セル範囲の左端列を上から下に走査し，検索の指定によって指定される条件を

満たすセルが現れる最初の行を探す。その行に対して，セル範囲の左端列から

列を1,2,・・・と数え，セル範囲に含まれる列の位置で指定した列にあるセル

の値を返す。

垂直照合（式，セル ・検索の指定が0の場合の条件 ：式の値と一致する値を検索する。

範囲，列の位慨，検 ・検索の指定が 1の場合の条件：式の値以下の最大値を検索する。このとき，

索の指定） 左端列は上から順に昇順に整列されている必要がある。

［例］垂直照合 (15,A2:E10,5,0)は，セル範囲の左端列をセルA2,A3, …, 

AlOと探す。このとき，セルA6で 15を最初に見つけたとすると，左端

列 Aから数えて 5列目の列 E中で，セル A6と同じ行にあるセル E6の

値を返す。

セル範囲の上端行を左から右に走査し，検索の指定によって指定される条件を

満たすセルが現れる最初の列を探す。その列に対して，セル範囲の上端行から

行を L 2, …と数え，セル範囲に含まれる行の位置で指定した行にあるセル

の値を返す。

水平照合（式，セル ・検索の指定が 0の場合の条件：式の値と一致する値を検索する。

範囲，行の位置，検 ・検索の指定が 1の場合の条件：式の値以下の最大値を検索する。このとき，

索の指定） 上端行は左から順に昇順に整列されている必要がある。

［例］水平照合 (15,A2 : G6, 5, 1)は，セル範囲の上端行をセル A2,B2, …, 

G2と探す。このとき， 15以下の最大値をセル D2で最初に見つけたとす

ると，上端行 2から数えて 5行目の行 6中で，セル D2と同じ列にある

セルD6の値を返す。

1行又は 1列を対象とする同じ大きさの検索のセル範囲と抽出のセル範囲に

対して，検索のセル範囲を左端又は上端から走査し，式の値と一致する最初の

照合検索（式，検索 セルを探す。見つかったセルの検索のセル範囲の中での位置と，抽出のセル範

のセル範囲，抽出 囲の中での位置が同じセルの値を返す。

のセル範囲） ［例］照合検索 (15,Al : A8, C6 : Cl3)は，セルAl~A8をセルALA'2,…と

探す。このとき，セル A5で 15を最初に見つけたとすると，セル C6~

Cl3の上端から数えて 5番目のセル ClOの値を返す。

＇ 
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1行又は 1列を対象とするセル範囲に対して，セル範囲の左端又は上端から走

査し，検索の指定によって指定される条件を満たす最初のセルを探す。見つか

ったセルの位置を，セル範囲の左端又は上端から 1,2, …と数えた値と・し，

その値を返す。

・検索の指定が0の場合の条件：式の値と一致する値を検索する。

照合一致（式，セル ・検索の指定が 1の場合の条件：式の値以下の最大値を検索する。このとき，

範囲，検索の指定） セル範囲は左端又は上端から順に昇順に整列されている必要がある。

・検索の指定がー1の場合の条件：式の値以上の叢小値を検索する。このとき，

セル範囲は左端又は上端から順に降順に整列されている必要がある。

［例］照合一致 (15,B2:B12,-1)は，セルB2~B12をセルB2,B3,…と探

す。このとき， 15以上の最小値をセ）1,£9で最初に見つけたとすると，セ

ル B2から数えた値 8を返す。

行数及び列数が共に同じ検索のセル範囲と合計のセル範囲に対して，検索と合

計を行う。検索のセル範囲に含まれるセルのうち，検索条件の記述で指定され

る条件を満たすセルを全て探す。検索条件の記述を満たした各セルについての

左上端からの位四と，合計のセル範囲中で同じ位置にある各セルの値を合計し

て返す。

検索条件の記述は比較演算子と式の組で記述し，検索のセル範囲に含まれる各

条件付合計（検索
セルと式の値を，指定した比較演算子によって評価する。

［例l]条件付合計 (Al:B8,> El,C2:D9)は，検索のセル範囲であるセルAl
のセル範囲，検索

~B8のうち，セル Elの値よリ大きな値をもつ全てのセルを探す。この
条件の記述，合計

とき，セル A2,B4, B7が見つかったとすると，合計のセル範囲である
のセル範囲り）

セル C2~D9の左上端からの位腔が同じであるセル C3,D5, D8の値

を合計して返す。

［例2]条件付合計 (Al:B8,= 160,C2:D9)は，検索のセル範囲であるセルAl

~B8のうち， 160と一致する値をもつ全てのセルを探す。このとき，セ

ルA2,B4, B7が見つかったとすると， 合計のセル範囲であるセルC2~

D9の左上端からの位置が同じであるセル C3,DS, D8の値を合計して

返す。

注り引数として渡したセル範囲の中で，数値以外の値は処理の対象としない。

2) 引数として渡すことができる式の個数は， 1以上である。

7. マクロ

(1) ワークシートとマクロ

ワークシートには複数のマクロを格納することができる。

マクロは一意のマクロ名を付けて宣言する。マクロの実行は，表計算ソフトのマクロの実行

機能を使って行う。

［例］ 0マクロ： Pro

例は，マクロ Proの宣言である。

(2) 変数とセル変数

変数の型には，数値型，文字列型及び論理型があり，変数は宣言することで使用できる。変

数名にセル番地を使用することはできない。

［例］ 0数値型： row,col 

例は，数値型の変数 row,colの宣言である。

セルを変数として使用でき，これをセル変数という。セル変数は，宣言せずに使用できる。
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セル変数の表現方法には，絶対表現と相対表現とがある。

セル変数の絶対表現は，セル番地で表す。

セル変数の相対表現は，次の書式で表す。

三`：［三塁己翼ニー［例1]相対(B5,2, 3)は，セル E7を表す変数である。

［例2]相対(B5,-2, -1)は，セルA3を表す変数である。

(3) 配列

数値型，文字列製又は論理型の配列は宣言することで使用できる。添字を“ ["及び“]”で

囲み，添字が複数ある場合はコンマで区切る。添字は 0から始まる。

なお，数値型及び文字列型の変数及び配列の要素には，空値を格納することができる。

［例］ 0文字列型：table[ 100, 200] 

例は， 100 X 200個の文字列型の要素をもつ 2次元配列 tableの宣言である。

(4) 宣言，注釈及び処理

宣言，注釈及び処理の記述は， ‘‘共通に使用される擬似言語の記述形式”の〔宣言，注釈及び

処理〕に従う。

処理の記述中に式又は関数を使用する場合，その記述中に変数，セル変数又は配列の要素が

使用できる。

［例］ 0数値型： row

I 二 ＇（E]□,519)1← 垂直照合（相対（E1,row, 0), A1 :B10, 2, 0) * 10 

例は，セル ELE2,..., E5の各値に対して，セルAl~AlOの中で同じ値をもつセル

が現れる最初の行を探し，見つけた行の列 Bのセルの値を10倍し，セル FLF2,…,F5の

順に代入する。
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〔 メモ用紙〕
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〔メモ用紙〕

＇ 
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〔メモ用紙〕
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6. 退室可能時間中に退室する場合は，手を挙げて監督員に合図し，答案用紙が回収さ

れてから静かに退室してください。

I 退室可能時間 | 13:40~ 15:20 | 
7. 問題に関する質問にはお答えできません。文意どおリ解釈してください。

8. 問題冊子の余白などは，適宜利用して構いません。ただし，問題冊子を切リ離して

利用することはできません。

9. Javaプログラムで使用する APIの説明，アセンプラ言語の仕様及び表計算ソフト

の機能 ・用語は，この冊子の末尾を参照してください。

10. 試験時間中，机上に置けるものは，次のものに限リます。

なお，会場での貸出しは行っていません。

受験票，黒鉛筆及びシャープペンシル (B又はHB),鉛筆削リ ，消しゴム，定規，

時計（時計型ウェアラブル端末は除く。アラームなど時計以外の機能は使用不可），

ハンカチ，ポケットティッシュ，目薬

これら以外は机上に置けません。使用もできません。

11.試験終了後，この問題冊子は持ち帰ることができます。

12.答案用紙は，いかなる場合でも提出してください。回収時に提出しない場合は，採

点されません。

13.試験時間中にトイレヘ行きたくなったリ，気分が悪くなったリした場合は，手を挙

げて監督員に合図してください。

試験問題に記載されている会社名又は製品名は，それぞれ各社又は各組織の商標又は登録商標です。

なお，試験問題では， TM及びRを明記していません。

ー

c2018 独立行政法人情報処理推進機構
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